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 建築学科

建築学科✁✄✂✆☎✞✝✟✂ 建築工学概論 ✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✑✏✁✄✂✆✂✞✝✟✂ 日本建築史 ✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✒✁✄✂✆✂✕✔✕✂ 世界建築史 ✖✗✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✘✁✄✂✆✂✙✁✄✂ 造形実習 ✖✚✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✆✛✁✄✂✆✂✕☎✕✂ 建築計画学 ✖✗✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✜✁✄✂✆✂✕✢✕✂ 住居計画学 ✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✣✁✄✂✆✂✕✤✕✂ 設計演習 ✖✚✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✄✥✁✄✂✆✂✕✦✕✂ 設計演習 ✖✧✖★✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✩✁✄✂✆✂✕✪✕✂ 建築環境工学 ✖✫✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✬✁✄✂✑✝✟✂✕✂ 建築環境工学 ✖✧✖✭✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✑✏✯✮✁✄✂✑✝✕✝✟✂ 建築構造力学 ✖✫✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✑✏✰✏✁✄✂✑✝✟✔✕✂ 建築構造力学 ✖✧✖✭✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✑✏✱✒✁✄✂✑✝✟✲✕✂ 建築材料 ✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✑✏✯✘✁✄✂✑✝✯✁✄✂ 計算機 ✳✵✴ 演習 ✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✑✏✶✛✁✄✂✑✝✟☎✕✂ 造形実習 ✖✧✖✸✷✹✳✵✴✡✺✵✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✑✏✱✜✁✄✂✑✝✟☎✞✝ 造形実習 ✖✧✖✸✷ 絵画 ✺✻✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✑✏✯✣✁✄✂✑✝✟☎✕✔ 造形実習 ✖✧✖✸✷ 彫塑 ✺✻✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✑✏✟✥✔✞✝✱✂✕✔✕✂ 工業数学 ✳✼✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✑✏✯✩✁✄✂✑✝✟✢✕✂ 建築設計論 ✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✑✏✯✬✁✄✂✑✝✟✤✕✂ 都市設計学 ✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✒✽✮✁✄✂✑✝✟✦✕✂ 建築設備システム ✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✒✓✏✁✄✂✑✝✟✪✕✂ 鉄筋コンクリート構造 ✖✾✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✒✰✒✁✄✂✆✔✕✂✕✂ 鉄骨構造 ✖✚✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✒✽✘✁✄✂✆✔✞✝✟✂ 建築生産 ✖✚✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✒✿✛✁✄✂✆✔✕✔✕✂ 建築構造力学 ✖✧✖✧✖❀✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✒✰✜✁✄✂✆☎✕✲✕✂ 行動・建築デザイン論 ✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✒✽✣✁✄✂✆✔✕✲✕✂ 建築環境工学演習 ✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✒✙✥✁✄✂✆✔✙✁✄✂ 建築史論 ✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✒✽✩✁✄✂✆✔✕☎✕✂ 世界建築史 ✖✧✖❁✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✒✽✬✁✄✂✆✔✕✤✕✂ 建築計画学 ✖✧✖❁✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✘✰✮✁✄✂✆✔✕✦✕✂ 建築生産 ✖✧✖★✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✘✄✏✁✄✂✆✔✕✪✕✂ 建築論 ✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✘✙✒✁✄✂✆✲✕✂✕✂ 都市・地域論 ✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✘✰✘✁✄✂✆☎✕✔✕✂ 都市環境工学 ✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✘✽✛✁✄✂✆✲✕✔✕✂ 建築光・音環境学 ✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✘✙✜✁✄✂✆✲✕✲✕✂ 空気調整工学 ✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✘✰✣
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✁✄✂✆✲✙✁✄✂ 建築構造解析 ✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✘✆✥✁✄✂✆✲✕☎✕✂ 建築基礎構造 ✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✘✰✩✁✄✂✆✲✕✢✕✂ 耐震構造 ✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✕✘✰✬✁✄✂✆✲✕✤✕✂ 鉄筋コンクリート構造 ✖✧✖❃✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✆✛✙✮✁✄✂✆✲✕✦✕✂ 鉄骨構造 ✖✧✖★✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✆✛❄✏✁✄✂✆✲✕✪✕✂ 設計演習 ✖✧✖❅✖❆✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✆✛✆✒✁✄✂✰✁✄✂✕✂ 設計演習 ✖❈❇✫✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✆✛✙✘✁✄✂✆☎✙✁✄✂ 建築応用数学 ✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✆✛✰✛✁✄✂✆☎✕☎✕✂ 建築情報システム学 ✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✆✛✆✜✁✄✂✰✁❉✝✟✂ 景観デザイン論 ✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✆✛✙✣✁✄✂✰✁✄✔✕✂ 耐風構造 ✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✆✛✕✥✁✄✂✰✁✄✲✕✂ 建築・都市行政 ✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✆✛✙✩✲✕✂✆✂✞✝✕✝ 地球工学総論 ✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✆✛✙✬✁✄✂✰✁✕✁✄✂ 設計演習 ❇ ✠☛✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✜✽✮✁✄✂✰✁✄☎✕✂ 構造設計演習 ✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✜✓✏✁✄✂✰✁✄✢✕✂ 構造・材料実験 ✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✜✰✒✁✄✂✰✁✄✤✕✂ 建築安全設計 ✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✜✽✘✁✄✂✰✁✄✦✕✂ 建築環境計画演習 ✠✡✠☞✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠✡✠☞✠✡✠☛✠✡✠☛✠✡✠ ✌✎✍✓✜✿✛
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建築学科

建築工学概論 ❋✙●✙❍✄■✯●
✖❈❏✆❑❅▲◆▼✕❖✄2❄◗❘❑◆❂❊▼✙❏❙❑◆▼❯❚❱▲◆◗❳❲❄❂❨❑◆❩✯◗❘❑◆2✄▲❳❬✽❭❉❪❫❏❄❴✰❂❵❏✄❩✶❩✯▲❅❂❵❏✄❴
【配当学年】第１学年（後期） 【担 当 者】渡邉・井上・上谷
【内 容】建築に関する各種構法の初歩的概説および建築の各構成要素について技術的考察

を行う。まず木・土・石の建築などで構成される建築の発生とその後の変遷について、空
間概念・構成を中心に概説する。次に近代建築の構造形式と各構成要素の解説を行い、そ
れらの実現過程と構法計画の基礎的事項を講述する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

建築の始まり
と変遷 ✛

建築の始まりと変遷を、（１）人間の生活の発生に関連して初
源のシェルターとしての建築の機能と意味、（２）古代の日乾
レンガの建築から始まる組積造建築、（３）石造建築の組積造
から軸組構造への発展と構造的展開、（４）木造建築の特徴と
木割りによる構成木組の構造的仕上等、を通じて講義する。

建築物の構造
の仕組み

✜
建築物の構造の仕組みを、（１）建築物に作用する荷重・外
乱、（２）鉄骨構造・鉄筋コンクリート構造・木構造・組積
造・複合構造など構成材料からみた構造法、（３）骨組構造・
シェル構造・吊構造・膜構造など力学的性質からみた構造形
式、の観点から講述する。

建築物の実現
過程 ✛

建築物の実現過程について、（１）企画から設計、施工、維持
保全に至るプロセスの概観と関係する職能・技術者、（２）様々
な在来型および革新的技術、構工法、の観点から講述する。

【教 科 書】構造用教材（日本建築学会）

✌✎✍✑✏



建築学科

日本建築史 ❋✙●✙●✄■✯●❛ ❂❝❜❞❑◆▼✰▲◆❡❢▼✽❣✐❤✙❬✰❥❄❬✽❏❄❩✯❜❅❩☞❚❱▲◆◗❳❲✄❂❊❑❅❩✱◗❘❑◆E✄▲❅❩
【配当学年】第１学年（前期） 【担 当 者】高橋康夫・山岸常人
【内 容】先史時代より現代にいたる日本の建築・都市・集落の歴史的変遷とその意義につ

いて具体的に説明する。人間と社会と自然にとって最適な環境を創出するために、生活空
間の歴史と文化を理解することがいかに大切であるかを理解してもらいたい。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

原始・古代 ４
１．建築史学とは／原始・古代の住居と集落（高橋）、 　２．
日本建築の意匠と構造（山岸）、 　３．飛鳥・奈良時代の寺
院建築（山岸）、 　４．古代の都城と住居（高橋）、

中世 ５

５．真言・天台と浄土信仰の寺院／中世仏堂の成立と展開（山
岸）、 　６．中世都市の成立－－平安京から京都へ／寝殿造
と町家（高橋）、 　７．中世の都市・集落・住居（高橋）、 　
８．中世建築様式の展開／大仏様と禅宗様／新和様と折衷様
（山岸）、 　９．神社本殿の形式と発展（山岸）、

近世 ３
１０．近世の都市と住居／農家と町家／集落と町並み（高橋）、
　１１．近世の寺社建築（山岸）、 　１２．前近代の造営組
織と大工技術（山岸）、

近代 ✒ １３．近代の都市と建築（高橋）、 　１４．歴史的環境の保
全（高橋）、

【教 科 書】日本建築学会編『日本建築史図集』
【参 考 書】高橋康夫他編『図集 　日本都市史』（東京大学出版会、一九九三）
【予備知識】日本史の基礎知識をもっていることが、講義の理解に不可欠である。

✌✎✍✓✒



建築学科

世界建築史 ❦ ❋✙●✙●✰❧✰●❛ ❂❝❜❞❑◆▼✰▲◆❡❢▼✽❣♥♠♦▼✙▲❅❭❝❖♣❚;▲❳◗❳❲✄❂❨❑◆❩✯◗✸❑❅D✄▲◆❩☛✖
【配当学年】第１学年（後期） 【担 当 者】高橋（康）・山岸
【内 容】ギリシア・ローマに源を発する主としてヨーロッパの建築の歴史を、時代を追っ

て見てゆきながら、ヨーロッパ社会の政治体制や文化的背景が、建築谷戸氏の空間にどの
ように関係していたか、そして、各時代の建築的特質や建築思潮が、どのように現代建築
の動向を規定しているかを読み解く。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

古代 ✛
古代のギリシアとローマの建築と都市を取り上げ、古典主義
の建築の理念と造形、また古代都市の空間的な特質を事例に
則して口述する。

中世 ✛ 中世キリスト教建築を取り上げ、宗教施設の超越的建築空間
の成立と発展、その多様性について、事例に即して講述する。

近世 ✛
イタリアのルネッサンスからバロックの建築の造形的特質、
空間的意味について述べ、近世的都市計画の始まりについて
講述する。それに続く北ヨーロッパ諸国の近世建築の特質を、
古典的・ロマン的伝統の形成期として概観し、近代建築への
脈絡を抽出する。

近代建築の始
まり ✘

近代建築の成立に基盤について西洋を中心に考察し、種々の
作例や新建築思想について概説する。あわせて、近代の建築
的倫理性の成立にも言及する。

現代建築 ✏ 現代建築の展開について西洋を中心に考察し、種々の作例や
新建築思想について概説する。

【教 科 書】「西洋建築入門」森田慶一、東海大学出版会
「西洋建築史図集」三訂版、日本建築学会編、彰国社刊

【予備知識】「建築一般構造」の初歩的知識。 西洋史の基礎的教養。

✌✎✍✕✘



建築学科

造形実習 ❦ ❋✙●✙●✽❋✙●% &✄❏)❖✄❬✽,❯❩✶❏✆❑❳❬✽❭❉✉✈▲◆❬✰❂❊❏✄❂❵❏✄❴❯❂❵❏✇❚❱▲◆◗❳❲❄❂❨❑◆❩✯◗❘❑◆&✄▲❳❬✽❭②①❱❩✱❜✧❂❵❴✰❏✇✖
【配当学年】第１学年（後期） 【担 当 者】高橋 ✷ 康）・山岸・前田
【内 容】現代建築および歴史的建築における古典的作品の空間理解・図面読解・図面作

成・模型制作などを通して、建築作品の底に流れる造形精神を学ぶ。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

導入 ✷ 形式の分
析 ✺ ✣ 図面表現と空間

現代の古典的作品を通して

歴史 ✣ 西洋および日本の古典的歴史的建築を通して

✌✎✍✆✛



建築学科

建築計画学 ❦ ❋✙●✙●✰❍✰●
❚'▲❳◗❳❲✄❂❊❑❅❩✯◗✸❑❅4✄▲❳❬✽❭②③✎❭❵❬✰❏✄❏✄❂❵❏✄❴❯✖
【配当学年】第２学年後期 【担 当 者】高田
【内 容】社会環境における建築のあり方と要求を分析し、これを建築化するための一般的

知識を与える。まず、建築空間の成り立ちを示し、ついで、建築要求の把握から空間構成
にいたる論理的な計画の原理と方法について講述する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

建築計画学と
はなにか ✒

建築計画学の系譜を概説した上で、建築における計画概念や
その変遷を解説し、建築計画学の領域を示す。次いで、人間
と建築空間の関係について論述し、建築をめぐる多様な価値
と建築計画の可能性について論じる。

建築空間の組
織化 ✘

建築における機能の概念を概説し、機能的な要求の変化と空
間の機能分化、建築型の成立等について講述する。次いで、
空間組織の解析手法と空間組織のモデル化について具体的事
例をまじえて解説する。

建築計画学の
諸問題 ✘

建築計画学の諸問題についての諸学説及び具体的事例につい
て講述する。テーマは、（１）公共性／社会性、（２）地域性
／場所性、（３）可変性／柔軟性、の３課題である。

建築計画学の
現代的課題 ✘

建築計画学の現代的課題について講述する。本年度は、（１）
現代における建築計画学の展開、（２）地球環境問題と建築
計画、（３）高齢社会と建築計画、の３課題を取り扱う。

建築計画演習 ✏ 建築計画学の基礎知識を活用した計画演習を課し、総合的な
能力を高める。

【そ の 他】各回毎にオリジナルな資料を配布すると共にＯＨＰやスライドを用いて理解を助
ける。

✌✎✍✓✜



建築学科

住居計画学 ❋✙●✙●✰④✰●⑤ ❂❵⑥✕❂❊❏✄❴❢❬✰❏❄❖ ❛ ▼✰4❄❜❅❂❵❏✄❴❢①❱❩✱❜✧❂❵❴✰❏
【配当学年】第２学年前期 【担 当 者】東樋口
【内 容】建築の根元とされる住宅について、日本と世界の事例を参考に、その発展史、家

族・コミュニティの生活分析、住空間の構成、住環境の管理などを住空間と住文化の関係
性の視点から講述する。さらに人間居住の社会経済的側面である居住事情、住宅供給シス
テムおよび住宅政策についても概説を加える。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

人類と住まい
の風土 ✒ 住まいの人類学、風土と居住、移動と定住人間行動と空間秩

序、居住文化の諸相
家族と住生活
様式

✒ 個人・家族・共同体、家族と世帯、生活サービスの外部化・
社会化、住要求とライフスタイル生活調査の方法

住まいの設計
と供給 ✘

生活機能と空間組織、動線と平面計画、プライバシー領域、
住様式と空間の型、住まいづくりの仕組み、設計デザインの
仕事、建築家と大工工務店、ハウジング産業

コミュニティの
住環境管理 ✘

住環境のアメニティ、環境の診断と評価、住環境の地域性、
住宅開発と町並み、ストックの維持改善と更新、環境共生の
住まい、住環境の安全管理。

ハウジングと
住宅政策 ✘

住宅問題の系譜、ハウジングのはたらき、住宅の需要と市場、
住宅政策の原理、スラム・スクオッターと世界の人間居住計
画、公共・民間セクター・ＮＰＯの役割。

【そ の 他】上記予定の講義に加えて、例えば、京町家と暮らし、中国の風土と住居といった
トッピクスについて事例スタディをおこなう。また、講義の進行にあわせて演習を課す。

✌✎✍✕✣



建築学科

設計演習 ❦ ❋✙●✙●✰⑦✰●
❚✾❑❅❩✯❭❊❂❵❩✶▲2③✎▲◆❬✙◗❘❑❅❂❝◗✸❩☞▼✽❣✐❚2▲❳◗❳❲✄❂❊❑❅❩✱◗❘❑❅D❄▲◆❬✰❭❉①❱❩✱❜✧❂❵❴✰❏♣✖
【配当学年】第２学年前期 【担 当 者】高橋（康）・高松・外山
【内 容】基礎的な設計の訓練を行う。
【授業計画】

項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

構成と原理 ✏✱✒ 単純な構成を通して、空間のスケール・プロポーションを体
得する。

再生と機能 ✏✱✒ 既存の構造体を活用し、空間の再生を図り、機能を考える。

✌✎✍✄✥



建築学科

設計演習 ❦♥❦ ❋✙●✙●✰⑧✰●
❚✾❑❅❩✯❭❊❂❵❩✶▲3③✎▲◆❬✙◗❘❑❅❂❝◗✸❩☞▼✽❣✐❚3▲❳◗❳❲✄❂❊❑❅❩✱◗❘❑❅E❄▲◆❬✰❭❉①❱❩✱❜✧❂❵❴✰❏♣✖✧✖
【配当学年】第２学年後期
【担 当 者】岡崎・宗本・外山・竹山・布野・金夛・妹島
【内 容】機能と環境の把握に主眼を置きつつ、設計の訓練を行う。
【授業計画】

項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

場所と風景 ✏✱✒ ギャラリー等のシンプルな機能をもつ建築の設計を通して、
風景と建築の関係を学ぶ。

空間と居住 ✏✰✏ 居住する空間の設計を通して、住まうことの意味を考察する。

✌✎✍✕✩



建築学科

建築環境工学 ❦ ❋✙●✙●✰⑨✰●
❪❫❏✕⑥✕❂❊▲◆▼✰❏❄1⑩❩✯❏✆❑◆❬✽❭✞❪❫❏❄❴✰❂❵❏✄❩✶❩✯▲❅❂❵❏✄❴⑩▼✽❣✐❚C▲❳◗❳❲✄❂❨❑◆❩✯◗✸❑❅I✄▲◆❩☛✖
【配当学年】第２学年 ✷ 前期 ✺ 【担 当 者】鉾井・＜防災研＞田中
【内 容】快適かつ安全な環境を構築するため、建築計画上考慮すべき基本的な物理環境要

素のうち、放射、日照、日射、熱、湿気、空気の建物内外における物理性状の解析法、予
測計算法を講述する。またそれら環境要素の人体生活への生理的・心理的影響を考慮した
評価法についても講述する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

熱環境 ✒
快適な室内温熱環境とはどのようなものか、その評価主体で
ある人体の生理的および心理的な温熱応答に関して概説する。
人体の熱発生と熱放散のメカニズム、人体の体温調節機構、
熱的快適性、体感温度指標のなりたちと建物設計との関連に
ついて講述する。

建築と気候 ✏
室内気候を形成する外的要因である気象に関して、その変動
特性、地域的特性を示すとともに、より小さなスケールの建
物回りの外部環境と室内環境との関係についても概説する。
また、暖房負荷の観点から熱損失係数、デグリーデーなどに
ついて述べる。

建築伝熱 ✘
室内温熱環境の予測と快適な室内温熱環境の形成のための建
築壁体設計の基礎として、壁体を通しての熱移動のメカニズ
ムに関して講述する。定常熱伝導と壁体の熱特性・熱伝達率
との関係、供給熱量と室温、非定常熱伝導などについて、更
に室内湿度と結露についても述べる。

空気環境・換気 ✛
室内の空気環境を安全で快適な状態に保つための基礎として、
室内空気汚染の要因と必要な換気量について述べる。また空
気質を清浄に保つための基本的な手段である換気に関して、
そのメカニズム、計算法、計画法について講術する。

放射熱伝達
日照・日射 ✛

熱負荷計算における放射熱伝達率および日射の取扱いの基礎
となる放射熱伝達について講述する。また、太陽からの放射
を日照・日射の観点よりとらえ、太陽位置・日照時間の算定法、
地表に到達する日射の性質とその調整法について述べる。

✌✎✍✕✬



建築学科

建築環境工学 ❦♥❦ ❋✙●❄■✯●✰●
❪❫❏✕⑥✕❂❊▲◆▼✰❏❄3⑩❩✯❏✆❑◆❬✽❭✞❪❫❏❄❴✰❂❵❏✄❩✶❩✯▲❅❂❵❏✄❴⑩▼✽❣✐❚D▲❳◗❳❲✄❂❨❑◆❩✯◗✸❑❅J✄▲◆❩☛✖✧✖
【配当学年】✒ 年後期 【担 当 者】高橋 ✷ 大 ✺ ・石田・伊勢
【内 容】快適かつ安全な環境を構築するため、建築計画上考慮すべき基本的な物理環境要

素のうち、日照日射、人工照明、色彩、音響などの建物内外における物理性状、解析法、
予測計算法を講述する。またそれらの環境要素に対する心理的・生理的影響および評価法
についても講述する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

視覚特性 ✏
人間の視覚系がどのように働くか、何を要求するかを、視覚
の諸特性の観点から説明する。光センサーとしての錐体、桿
体、それに基づく測光の基礎、網膜特性と眼球運動、照度レ
ベルに順応する視覚系などを説明する。

色の表示 ✘
３種類の錐体による色彩感覚の発生について説明し、それに
基づく ✳❶✖❞❪ の ❷❱❸✡❹ 表色系の基礎、色の計算、色度図による
表示を説明する。さらに、色差の観点からマンセル表色系、
色の見えの観点から ❺☞✳✵❻ 表色系を解説する。

建築照明 ✘
室内における快適な視作業環境および光環境形成のための昼
光および人工照明設計法について説明する。その基礎事項とし
て、測光量、照度計算法、相互反射理論など、さらに採光窓、
照明器具など建築照明設計に必要な事項について説明する。

音の性質とそ
の生理・心理的
効果

✘
音源から発生した音は身の周りに存在する全ての物によって
変化を受け、最終的に耳に到達し音として認識される。この
過程における音の性質について、人間の聴覚系の働き及び聴
覚の生理・心理的応答との関連で概説する。

振動と音の物
理，音響材料 ✛

建物内外における快適な音環境を目的とした各種音響設計の
基礎となる、振動と音の物理に関する基礎事項を説明する。
関連して、波動伝搬理論、音の物理指標、及び、音響設計の
ための吸音材、遮音材の音響特性などについても概説する。

✌✎✍✑✏✯✮



建築学科

建築構造力学 ❦ ❋✙●❄■✰■✯●❼ ❩✯◗❳❲-❬✽❏✄❂❝◗✶❜✾▼✽❣✐✌✾;✄❂❵❭❵❖✓❂❵❏✄❴✗❻✆❑◆▲❅;❄◗✸❑❅;✄▲◆❩✯❜I✖
【配当学年】第２学年（前期） 【担 当 者】上谷・大崎
【内 容】建築構造物の形、構成要素、構造設計の基本事項について概説し、骨組構造解析

のための力学モデル、基礎概念、理論構成および適用方法を解説する。応力とひずみの定
義；構造材料の力学的特性と数式表現；棒材の断面力と変形；静定ばりの理論と応用につ
いて講述する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

建築構造力学
の役割と静力
学の基礎

✒
建築に用いられる骨組構造の分類を示し、形態や力学特性に
ついて概説する。建築構造力学の役割を構造設計との関わり
において説明する。力学の基礎概念である変位、ひずみ、力、
力のモーメントを導入し、自由体に作用する力の釣合条件式
を記述する。演習問題を課す。

材料の力学的
性質と変形体
解析の基本原
理

✘
鉄鋼やコンクリートなど、構造材料に力が作用したときの変形
過程について概説し、弾性、塑性、粘性などの用語を説明する。
応力とひずみの定義を示した後、弾性体についての応力とひず
みの関係式を導く。骨組構造を解析するときの基礎法的式の成
り立ち、初等解析で用いられる仮定や近似について講述する。

静定梁 ✛
棒材の断面力を定義する。静定梁を定義し、支点に作用する
反力と、断面力を自由体の釣合式から求める方法を説明する。
梁の微小要素に作用する断面力と外力の釣合から梁の基本釣
合微分方程式を誘導し、これを用いた静定梁の解法を示す。
断面力図の描き方を説明する。演習問題を課す。

部材断面に作
用する応力 ✜

最も単純な梁理論の成り立ちについて講述する。平面保持の
仮定に基づいて、軸力と曲げを受ける弾性梁の断面に生じる
応力の求める方法、ねじりを受ける弾性梁に生じるせん断力
を求める方法について解説する。傾斜した断面に作用する応
力を求める公式を誘導し、モールの応力円を用いた解法を説
明する。演習問題を課す。

【教 科 書】「建築構造力学 図説・演習 ✖ 」中村恒善 編著、野中泰二郎、須賀好富、南宏一、
柴田道生 共著、丸善

✌✎✍✑✏✰✏



建築学科

建築構造力学 ❦♥❦ ❋✙●❄■✯❧✰●❼ ❩✯◗❳❲/❬✽❏✄❂❝◗✶❜✾▼✽❣✐✌✾=✄❂❵❭❵❖✓❂❵❏✄❴✗❻✆❑◆▲❅=❄◗✸❑❅=✄▲◆❩✯❜K✖✧✖
【配当学年】第２学年（後期） 【担 当 者】上谷・竹脇
【内 容】建築平面骨組の初等的解析法のうち、静定トラス、静定ラーメン、不静定ばりの

理論、たわみ角法および柱の座屈の基本的考え方について講述する。また、建築骨組構造
の荷重支持機構及び設計法の基礎について解説し、それに対応する力学的設計問題及びそ
れらの解法の基礎を解説する。随時演習問題を課す。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

静定骨組 ✒ 静定トラスと静定ラーメンの断面力算定法。

梁の曲げ変形 ✘ 梁のたわみ曲線の微分方程式とその解法、モールの定理。

不静定梁 ✘ 断面力・反力を未知量とする解法、剛性方程式法。

たわみ角法と
骨組の剛性設
計

✛
たわみ角法公式、節点方程式、層方程式、建築ラーメンの変
形特性と荷重支持機構、せん断型構造物モデルの指定１次固
有値・１次固有モードに対する剛性設計、建築ラーメンの指
定水平荷重時材端ひずみに対する剛性設計。

柱の座屈 ✒ 梁要素の軸方向力とたわみの積の効果を考慮に入れた釣合式、
固有値問題、座屈たわみ角法。

【教 科 書】「建築構造力学 図説・演習 ✖ 」中村恒善 編著、野中泰二郎、須賀好富、南宏一、
柴田道生 共著、丸善

✌✎✍✑✏✱✒



建築学科

建築材料 ❋✙●❄■✯❽✰●
✌✾*✄❂❊❭❝❖✓❂❵❏✄❴ ❼ ❬✿❑◆❩✶▲◆❂❵❬✰❭❵❜
【配当学年】２年後期 【担 当 者】辻・藤井（栄）
【内 容】建築物を構成している諸材料の性状について講述する。本講では特に木質材料、

コンクリート、鋼という建築構造材料に力点をおいて、それらの製造法、基本的物性、力
学的特性を講述する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

建築材料の特
性

✏ 建築材料と他の工業用材料との要求性能の差異、建築材料の
選定方法論

木質材料 ✘ 木質材料の建築材料としての基本的特性、木質建築部材製品。

コンクリート ✛ セメント・骨材・混和材料の性質、コンクリートの製造法、組成。
コンクリートの力学的特性・物理的特性、コンクリート系製品。

鋼 ✛ 構造用鋼の製法・基本物性・力学的性質、各種の鋼製品。

その他の建築
材料 ✏ その他の金属材料および石材、ガラス、プラスチックスその

他の物性・用途、製品。

新素材・新材料 ✏ 超高強度、超軽量材料、多機能、インテリジェント材料

【教 科 書】「建築材料・施工」森田・須賀・岡島、鹿島出版
【参 考 書】「建築材料用教材」日本建築学会

✌✎✍✑✏✯✘



建築学科

計算機 ❾➀❿ 演習 ❋✙●❄■✶❋✙●
✳❶▼✰-❯❥✄1✓❑◆❩✶▲7③✎▲◆❬✙◗❘❑❅❂❝◗✸❩☞▼✰❏♣✖❈❏✓❣➁▼✙▲❅-❢❬✿❑◆❂❊▼✙❏♣③✎▲❅▼✓◗✶❩✯❜◆❜✧❂❵❏✄❴
【配当学年】第２学年（後期） 【担 当 者】原田・西澤・金夛
【内 容】計算機システムの基礎概念、パソコンによる計算機システムの初歩的操作方法、

計算機に仕事の内容を理解させるプログラミング言語の学習、基本的情報処理に関するプ
ログラムを用いた表現法、建築学上の初歩的な課題に対するプログラムの作成・編集・実
行の方法を講述する。演習およびテストによって習熟訓練を行う。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

履修内容の
概要説明 ✏ 教科日程表にもとづいて履修内容全般を説明し、実習を受け

る際の心得を注意する。
履修者は、総合情報メディアセンターの利用登録を確認する。

端末パソコン
の使用方法 ✏

コンピュータに関する情報源へのアプローチ、ファイル管理、
特にフォルダの作成とファイルコピーについて基本的操作法
を実習する。
コンピュータの操作内容と入力コマンドの関係や、プログラ
ムの入力・編集・実行法を解説して、開発環境を理解させる。

プログラミン
グ言語文法 ✒ 処理すべき仕事の内容をコンピュータに伝える言語として使

われている R♥➂☞➃ ✉ ➃ ❚❱❺☞✥✙✥ の文法を学習する。ごく小さなプ
ログラムを作成して習熟演習を行う。

中間テスト１ ✏ ＊プログラミング能力に関する筆記テスト
＊端末操作：プログラムの入力・編集・実行に関する実習テスト

少し複雑なプ
ログラミング ✒ プログラミング言語文法の講義段階に合わせて、小規模なプ

ログラムを作る課題演習を行う。そのプログラムの実行が要
求される。

中間テスト２ ✏ ＊プログラミング能力に関する筆記テスト
＊端末操作：プログラムの入力・編集・実行に関する実習テスト

総合的なプロ
グラミング ✘ 条件、繰り返し、配列、サブルーチン等を用いて小規模なプ

ログラムを作る課題演習を行う。そのプログラムの実行が要
求される。

期末試験 ✏
総合的に下記のテストを実施する。
＊プログラミング能力に関する筆記テスト
＊プログラムを入力・作成・編集し、プログラムを実行して
所期の実行結果を得る、一連の操作能力の実習テスト

【教 科 書】
川崎辰夫ほか ✛ 名「 R♥➂☞➃ ✉ ➃ ❺☞✥✙✥ プログラミング－入門からグラフィックスまで」
（培風館）

【そ の 他】
受講に先立って、総合情報メディアセンターの利用登録を済ませておくこと。

✌✎✍✑✏✶✛



建築学科

造形実習 ❦♥❦✵➄✄❾➀❿➆➅ ❋✙●❄■✯❍✰●2 3✄❏5❖✄❬✽9❯❩✶❏✆❑❳❬✽❭❉✉✈▲◆❬✰❂❊❏✄❂❵❏✄❴❯❂❵❏✇❚❱▲◆◗❳❲❄❂❨❑◆❩✯◗❘❑◆3✄▲❳❬✽❭②①❱❩✱❜✧❂❵❴✰❏✇✖❅✖
【配当学年】第２学年（前期） 【担 当 者】東樋口
【内 容】造形的発想及び表現力の幅と能力の養成を目的として、絵画、彫塑、ＣＧ等の実

習を行う。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

ＣＡＤ・ＣＧシ
ステム概論 ✏ ＣＡＤ・ＣＧシステム機能と役割、システム構成、基本操作

２次元図形の
基本作図

✛ ２次元図形の基本作図操作の実習

３次元図形の
基本作図 ✛ ３次元グラフィクス概論及び３次元図形の基本作図操作の実習

課題実習 ✛ ２次元、３次元図形による作品製作（２課題）

【そ の 他】ＣＧ・絵画・彫塑のいずれかを選択

✌✎✍✑✏✱✜



建築学科

造形実習 ❦♥❦✵➄ 絵画 ➅ ❋✙●❄■✯❍✄■- .✄❏0❖✄❬✽4❯❩✶❏✆❑❳❬✽❭❉✉✈▲◆❬✰❂❊❏✄❂❵❏✄❴❯❂❵❏✇❚❱▲◆◗❳❲❄❂❨❑◆❩✯◗❘❑◆.✄▲❳❬✽❭②①❱❩✱❜✧❂❵❴✰❏✇✖❅✖
【配当学年】第２学年（前期） 【担 当 者】平岡
【内 容】造形に対する基本的な認識と、その視覚表現の修練を目的として、デッサン並び

に色彩による絵画空間を作る実習を行う。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

石膏デッザン ✘ 対象物の形態、明暗の調子を合理的に正確にとらえ、客観的
に描写する。

人体デッザン ✘ 生命体としての姿勢を描写する。人体モデルを使用。

樹木のデッサ
ン ✒ 樹林の形態とその周辺の空間を描く。

建造物による
絵画表現

✒ 建造物をモチーフにして、画面をどのように使うかに主眼を
おく（コンポジション）。淡彩による着彩を行う。

色彩構成抽象
表現 ✘ 色紙によってコラージュを行い、抽象的な色彩表現と絵具を

用いて抽象的形態による造形。

【そ の 他】ＣＧ・絵画・彫塑のいずれかを選択

✌✎✍✑✏✯✣



建築学科

造形実習 ❦♥❦✵➄ 彫塑 ➅ ❋✙●❄■✯❍✰❧. /✄❏2❖✄❬✽6❯❩✶❏✆❑❳❬✽❭❉✉✈▲◆❬✰❂❊❏✄❂❵❏✄❴❯❂❵❏✇❚❱▲◆◗❳❲❄❂❨❑◆❩✯◗❘❑◆/✄▲❳❬✽❭②①❱❩✱❜✧❂❵❴✰❏✇✖❅✖
【配当学年】第２学年（前期） 【担 当 者】田中（貞）
【内 容】近代以降の抽象彫刻および現代美術における立体作品に視点を置き、造形訓練と

思考を繰り返すことによって、造形による表現能力を身に付ける。また、その精神を理解
することによって、創造と研究の基となることを目的とする。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

立体造形概観 ✏
近代彫刻から構成主義、戦後の近代美術の成立から今日の状
況をスライドを用いて解説。表現様式の変遷の中に人の思考
と造形の関係をみる。

基本練習 ✒
基本的な形の作り方から始めて徐々に表現要素を加えた造形
訓練を行う。立体の形の成り立ちを理解する事から表現を行
うことへと移行する。

造形表現の展
開

✛ 様々のテーマを設定した造形を重ねて行くことによって造形
表現と意志の関係を学び、自己の完成の発見を試みる。

素材体験 ✛ 実材を用いた造形表現を試みる。素材の抵抗感と可能性を知
ることで造形の面白さと精神を理解する。

自己の表現 ✛ 自らテーマを設定し、その表現の方法を発想し具体化する、
自己の個有の感性による表現を目的とする。

【そ の 他】ＣＧ・絵画・彫塑のいずれかを選択

✌✎✍✑✏✟✥



建築学科

工業数学 ❾ ❧✄■✱●✰❧✰●
❪❫❏✄❴✙❂❊❏❄❩✶❩✶▲◆❂❵❏✄❴ ❼ ❬✿❑❅❲❄❩✶:❢❬✿❑◆❂❵◗✯❜❱✳
【配当学年】✒ 年後期 【担 当 者】松下
【内 容】複素関数論とフーリエ解析を講義する。複素関数論とは，複素変数の複素数値関

数の微分積分学で，工業数学全般の基礎である。フーリエ解析は，周期関数に対するフー
リエ級数と非周期関数に対するフーリエ変換からなる。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

複素関数の微
分 ✒ ～ ✘

複素変数の複素数値関数の微分の意味を説き ✳✾❬✰D❄◗❳❲✕❡✆➇➃ ❂❵❩✶:❢❬✰❏✄❏ の関係式を導く。正則関数を説明し，初等関数の複素
化について述べる。テーラー展開からローラン展開へと関数の
級数表示を説明し，それによって留数や特異点が定義される。

複素関数の積
分 ✘ ～ ✛ ✳✾❬✰D❄◗❳❲✕❡ の積分定理と積分公式を説明し，留数定理へと導く。

以上の概念や定理などは，応用例を交えて解説する。 　

フーリエ級数
の概要 ✏

周期関数のフーリエ級数は，さまざまな周期の重ね合わせと
みなすことができ，正弦関数と余弦関数の無限級数として定
義される。

収束定理につ
いて ✏ ～ ✒

無限級数としてのフーリエ級数が収束するための条件につい
て検討する（収束定理）。関数が不連続な点におけるフーリ
エ級数の振る舞い（ギブスの現象）について述べる。

フーリエ変換
について ✒ ～ ✘

関数が周期性を持たないときは，連続周波数に分解される。こ
のとき，フーリエ変換およびフーリエ積分が定義される。ディ
ラックのデルタ関数を主として，超関数の一端にふれる。 　　

応用について ✒ ～ ✘
２階偏微分方程式（波動方程式，熱方程式，ラプラス方程式）
を紹介し，１つを選んでフーリエ級数あるいはフーリエ変換
による解析の方法を示す。線形システム，制御系の周波数応
答などへの応用を解説する。

【参 考 書】藤本敦夫著「複素解析概説」（培風館）、大石進一著「フーリエ解析」（理工系の
数学入門コース６）（岩波書店）

【予備知識】微分積分学を予備知識として仮定している。
【そ の 他】演習を課すことがある。

✌✎✍✑✏✯✩



建築学科

建築設計論 ❋✙●❄■✯④✰●
❚)▲❳◗❳❲✄❂❊❑❅❩✯◗✸❑❅5✄▲❳❬✽❭②①➈❩✯❜❅❂❊❴✙❏ ❼ ❩✸❑◆❲✄▼✓❖
【配当学年】第３学年（前期） 【担 当 者】竹山
【内 容】建築の設計を人間の思考のプロセスとしてとらえ、そのメカニズムを明らかにす

る。また実践としての設計事例を詳述する。（竹山）

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

✖❘➉ 行為として
の建築 １ つくることのメカニズム。

✖✧✖❘➉ 他者と場所 ✏ 可能な世界の表現。

✖✧✖✧✖❘➉ 言語と建
築 ✏ 意識と身体の関係。

✖❈❇➊➉ 時間・プロ
グラム

✏ 空間的想像力の位相。

❇➊➉ 主体と可能
性 １ 個のアクチュアリティー。

❇❱✖❘➉ 都市の位
相 １ 都市の発生と本質。

【教 科 書】「竹山聖」六耀社、「都市を呼吸する」リブロポート

✌✎✍✑✏✯✬



建築学科

都市設計学 ❋✙●❄■✯⑦✰●➋ ▲◆➌❄❬✽❏✇③❫❭❝❬✽❏❄❏✄❂❊❏❄❴
【配当学年】第３学年（前期） 【担 当 者】外山
【内 容】都市化・産業化の進行に伴い、家庭に内包されていた諸機能は外部化し社会機

能によって担われるようになった。こうした外部化された諸機能が、都市化された地域社
会の中でどう計画され整えられてゆくべきなのか。共同生活型居住の歴史等にも触れなが
ら、都市社会における生活基盤整備のあり方について学ぶ。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

都市化と高齢
化 ✒

高齢社会の問題を、都市化・産業化による家庭機能の外部化
として捉え、それに対応すべく整備されてきた様々な地域施
設と住み手自身の住要求の相互関係について学び、都市基盤
整備に求められる諸条件を考察する。具体的には、施設転居
の弊害からユニバーサルデザインの実践例までを学ぶ。

都市と居住 ✒
在宅から施設に至る様々な都市居住の歴史的変遷を、物理的
環境と人的社会的環境の両側面から分析し、住宅と福祉の歩
み寄りの過程として明らかにしたうえで、コレクティブハウ
ジング、グループホームなど新しい居住形態について学ぶ。

都市と移動 ✒
都市における「人」と「車」の関係について、車の導入前後にお
ける「道」の機能の変化、今日の実態等について考察するとと
もに、都市における移動をめぐる新しい考え方や試みを学ぶ。

都市と個人的
領域

✒
都市の様々な共用空間を個人的生活行為の展開の舞台として
捉え、個人的行為の場の許容度やポテンシャルを評価し、都
市生活者の視点から都市空間の構造を考察する。

都市とノーマ
ライゼーショ
ン

✒
都市が弱者を施設に囲い込まずに統合的な人間の生活舞台と
して機能するための考え方を学び、それを目指すいくつかの
事例を学ぶ。

都市と色彩 ✒ 風土と環境色彩の関係、色彩調和の原理を解説し、都市デザ
インにおける色彩設計 について講義する。

【そ の 他】スライド、ＯＨＰ等を用いた講義を行う

✌✎✍✓✒✽✮



建築学科

建築設備システム ❋✙●❄■✯⑧✰●
✌✾*✄❂❊❭❝❖✓❂❵❏✄❴✗❻✕❡✓❜❞❑◆❩✶?❢❜A①➈❩✯❜❅❂❊❴✙❏
【配当学年】第３学年（前期） 【担 当 者】吉田
【内 容】建築に設備される空気調和設備・給排水設備を中心に、システムの原理や基礎を

講述し、省エネルギー計画法、インテリジェントビル設計法、地球環境問題・都市環境問
題、建築物と融合した建築設備計画などとの関連において、設計への応用方法を示す。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

空調プロセス ✘
空気調和の重要な基礎である、温度、湿度、エンタルピーなど、
空気状態の解析方法を空気線図を利用して解説する。これを
基礎にして、種々の空調プロセスの作動原理を空気線図上で把
握し、各システムの設計方法と特徴が理解できるようにする。

設備エレメン
ト ✘

設備システムに用いる基本的なエレメントである、冷凍機、
ボイラー、クーリングタワー、空調機などの原理を解説する。
特に冷凍機およびヒートポンプの原理をモリエ線図を利用し
て理解し、これと省エネルギーとの関連について解説する。

搬送システム ✘
管を用いた、空気・水などの流体搬送の原理に関して、直管
の流れにおけるムーディー線図・圧力損失、異形部分の流れ
と形状抵抗などについて講述する。また、ネットワークを構
成するダクト・配管の設計方法と建築へのインテグレートの
ありかたについても解説する。

給排水システ
ム ✘

給水システムにおける水質基準・汚染防止、排水システムに
おける通気・トラップの役割など、給排水システムの基礎を
講述する。また、それぞれのシステムの設計方法についても
解説する。

システムの設
計と管理 ✒

ビルのインテリジェント化・情報化、省エネルギー設計法、
ライフサイクルコスト・環境共生建築との関連など、設備シ
ステムの設計や管理運営と関係する実用上重要な諸問題につ
いて、定性的・定量的に解説する。

【参 考 書】建築設備学教科書、建築設備学教科書研究会編著、彰国社、 ✏✯✬✙✬✄✏
【予備知識】建築環境工学 ✖ 、✖✧✖ の予備知識が必須である。

✌✎✍✓✒✓✏



建築学科

鉄筋コンクリート構造 ❦ ❋✙●❄■✯⑨✰●➃ ❩✶❂❵❏✓❣➁▼✙▲◆◗✶❩✯❖➍✳❶▼✰❏❄◗✶▲❅❩✶❑❅❩➎❻✆❑❅▲◆?❄◗✸❑❅?✄▲◆❩☛✖
【配当学年】第３学年（前期） 【担 当 者】渡邉・西山・藤井（栄）
【内 容】鉄筋コンクリート構造の力学的特性と基本的力学理論について講述する。構成材

料についての基本性状を説明したのち、曲げと軸力に対する材料の弾性応力状態に基づく
常用設計理論、弾塑性応力状態に基づく終局強度理論、せん断およびねじり理論、さらに
これら理論に基づく部材設計法を修得させる。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

鉄 筋 コ ン ク
リート構造の
原理および構
成材料

✘
鉄筋コンクリート構造の成立原理について概説し、本構造を
構成する材料、すなわちコンクリートおよび鉄筋の力学的性
状のうち構造設計に直接必要な事項を講述する。

常用設計理論 ✘ 曲げと軸力に対する常用設計理論を、材料の弾性係数、平面
保持の仮定および釣合条件を用いて説明する。

終局強度理論 ✘
曲げと軸力に対する終局強度理論を、材料の非線型応力ひず
み特性、平面保持の仮定および釣合条件を用いて説明する。
また、終局状態に至るまでの変形特性、限界変形についても
解説する。

せん断および
ねじり理論 ✒

せん断およびねじりに対する終局強度算定法を、過去に提案
されている実験式および理論式を用いて説明する。また曲げ
とせん断の相互作用についても解説する。

部材設計法 ✘
上記３項目に基づいて、鉄筋コンクリート部材の設計法につ
いて説明する。また、付着・定着理論に基づいた配筋詳細、
部材接合設計法についても解説する。

【教 科 書】「建築構造用教材」日本建築学会

✌✎✍✓✒✰✒



建築学科

鉄骨構造 ❦ ❋✙●✙❧✰●✰●
❻✆❑❅❩✯❩✶❭➏✳❶▼✙❏❄❜✧❑❅▲◆8❄◗❘❑◆❂❊▼✙❏❙✖
【配当学年】第３学年（前期） 【担 当 者】井上・西澤
【内 容】鉄骨構造に関する力学原理と設計法の基礎について講述する．
【授業計画】

項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明
材料の物理的・
力学的特性と
鉄骨構造の原
理

✛ 各種鋼材料の基本的な物理的・力学的特性について講述し，
鉄骨構造物の構造原理について解説する．

接合法 ✘
鉄骨構造は工業生産品である材料を接合することにより構成
される．高力ボルト接合法と溶接接合法の原理と具体的な設
計法について解説する．

座屈理論 ✒ 鉄骨構造特有の各種座屈現象について紹介し，その力学原理
を解説する．

部材設計法 ✣ 材料特性と座屈現象を基礎として各種部材（引張材，圧縮材，
柱材，はり材）の力学挙動と設計法について解説する．

【教 科 書】若林實，「鉄骨の設計」，共立出版

✌✎✍✓✒✽✘



建築学科

建築生産 ❦ ❋✙●✙❧✄■✯●
✳❶▼✰❏❄❜✧❑❅▲◆4❄◗✸❑❅❂❵▼✰❏➐❪✎❏✄❴✰❂❵❏✄❩✯❩✶▲◆❂❊❏✄❴❯❬✽❏C❖ ❼ ❬✽❏❄❬✰❴✰❩✶F❯❩✯❏✙❑✵✖
【配当学年】３年前期 【担 当 者】長岡・古阪・金夛
【内 容】企画、設計、施工、保全からなる建築生産活動を対象にして、生産活動を構成す

る主体とその役割、これらが構成する建築生産システムについて、基礎的事項を講述する。
建築生産システムが有する悪構造問題について、システムにおける人間の役割を述べ、次
いで、建築生産システムによる建築プロジェクト実施の方法論を述べる。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

システム特性 ✒
機械的システムに代表されるハードなシステムと社会的シス
テムに代表されるソフトなシステムの特性を、例を挙げて説
明する。また、システム設計におけるアナリシスとシンセシ
スの役割を講述する。

社会的システ
ムのソフトな
構築方法

✒ ソフトな構築方法を講述する。社会的システムの例として自律
分散システムを取り上げ、その構築と運営の特徴を説明する。

建築生産シス
テム１ ✒

建築生産システムを構成する要素を主体、諸規範・基準、業
務・役割に分けて解説し、その組み合わせとして編成される
建築プロジェクト組織の典型とバリエーションについて、契
約方式、施工方式、生産者関与などの観点から講義し、建築
プロジェクトの組織化の方策について解説する。

建築生産シス
テム２ ✒

建築生産プロセスに含まれる企画、設計、施工、維持保全に
ついて、建築生産の観点から講述する。具体的には（１）企
画の必要性と可能性、担当者、実現性・採算性の検討など、
（２）設計の確定性、信頼性設計、保全性設計、（３）生産設
計、コストプラニング、ＬＣＣなどである。

建築生産の中
での設計

✒
情報技術を利用した近年の設計業務の進め方について事例を
紹介し、意匠・構造・設備・施工の観点から総合的な設計を
行う生産設計の意義と具体的取り組みについて講述する。

工事管理と情
報化 ✒

建築作業所での文書管理や工事管理に取り入れられている新
しい情報化の動向を紹介し、✖✧❻ ➂ ✬✰✮✙✮✰✮ など国際的な業務管理
の標準化の流れとあわせて講述する。また、情報化による利
点と今後の課題について検討する。

✌✎✍✓✒✿✛



建築学科

建築構造力学 ❦♥❦➏❦ ❋✙●✙❧✰❧✰●❼ ❩✯◗❳❲.❬✽❏✄❂❝◗✶❜✾▼✽❣✐✌✾<✄❂❵❭❵❖✓❂❵❏✄❴✗❻✆❑◆▲❅<❄◗✸❑❅<✄▲◆❩✯❜K✖✧✖✧✖
【配当学年】第３学年（前期） 【担 当 者】上谷・竹脇
【内 容】骨組構造について仮想仕事の原理とエネルギー原理を定式化し、応力法、剛性法

の基礎概念とマトリックス構造解析法を概説する。伸びなし変形理論の諸解法に論及した
後、建築骨組の静力学特性と実用計算法の基礎および塑性解析の基礎を概説する。随時演
習問題を課する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

骨組理論概説
たわみ角法 ✜ 骨組の構成要素、種類、解析モデル、たわみ角法公式、節点

方程式、層方程式、剛性設計法。
モーメント分
配法

✒ 節点移動の無いラーメンのモーメント分配法、多層ラーメン。

建築立体骨組 ✘ 剛床で連結された平面骨組、水平力分担公式、建築骨組の構
造設計。

変位法と応力
法 ✥

部材剛性行列、単純モデルおよびトラスの系剛性方程式、剛
接骨組の系剛性方程式、中間荷重の取扱い、不安定骨組、応
力法の考え方、拘束の除去と適合条件。

仮想仕事の原
理 ✛ 仮想変位の原理、単位仮想変位法と剛性法、仮想力の原理、

単位仮想荷重法。
エネルギー原
理 ✘ 全ポテンシャルエネルギー停留および最小の原理、コンプリ

メンタリーエネルギー停留および最小の原理。

極限解析と弾
塑性解析 ✛

完全弾塑性梁の荷重－変位曲線、塑性ヒンジ、塑性崩壊、仮
想仕事（速度）式、極限解析の基礎定理、ラーメンの極限解
析、弾塑性解析法序説。

【教 科 書】「建築構造力学 図説・演習 ✖✧✖ 」 ➑ 中村恒善 編著、石田修三、須賀好富、松永裕
之、永井興史郎 共著、丸善

✌✎✍✓✒✰✜



建築学科

行動・建築デザイン論 ❋✙●✙❍✰❽✰●
✌✾❩✶❲❄❬✟⑥✕❂❵▼✰▲✵❬✽❏❄❖✇❚:▲❳◗❳❲✄❂❊❑❅❩✱◗❘❑❅C❄▲◆❬✰❭✞①➈❩✯❜❅❂❵❴✰❏➍✉✵❲✄❩✶▼✙▲❅❡
【配当学年】３年前期 【担 当 者】岡崎甚幸
【内 容】建築や都市空間の中で営まれる人間行動の諸相について概説し、さらにこの諸相

から、あるべき生活空間の姿を考察し、それらを総合して建築や都市空間の設計手法をモ
デルによって、あるいは実際の設計例に基づいて総合的、実際的、 具体的に解説する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

人間行動 ✛P➉ ✮
ゲシュタルト、空間の奥行き、錯覚などの、形態や空間に関
する知覚、認知、表象、個人的あるいは集団的無意識が外在
化された心像や元型、歩行、アイカメラによる歩行と注視、
避難などについて概説する。

生活空間 ✛P➉ ✮
知覚されやすい空間、認知されやすい都市、迷路、記号的空
間、身体化された空間、空間図式と安らぎ、地域景観のアイ
デンティティーなどについて考察する。

設計手法 ✣❄➉ ✮

ドーム空間、膜構造、伝統的木構造、幼稚園、小学校などの
実際の建築空間やシンボルロードなどの都市空間の設計及び
施工段階における設計手法を具体的に解説する。同時に群集
歩行のコンピュータシミュレーションモデルによる安全性の
評価、設計中の建築空間のシミュレーターによる探索、模型
とＣＡＤによる対話型設計手法などについて説明する。

【教 科 書】講義はビデオプロジェクターによる動画や写真や図版を使って行う。
【参 考 書】参考書は授業中にその都度紹介する

✌✎✍✓✒✽✣



建築学科

建築環境工学演習 ❋✙●✙❧✰❽✰●
❻✕❩✶*❯❂❵❏❄❬✽▲➒▼✰❣➏❪✎❏✆⑥✕❂❵▲❅▼✙❏✄*❯❩✶❏✆❑◆❬✰❭②❪❫❏✄❴✙❂❊❏✄❩✯❩✶▲◆❂❊❏❄❴➓❂❵❏➍❚H▲❳◗❳❲✄❂❨❑◆❩✯◗✸❑❅N✄▲◆❩
【配当学年】第３学年（後期）
【担 当 者】鉾井・高橋 ✷ 大 ✺ ・吉田・石田・伊勢・原田
【内 容】建築環境工学 ✖ 、建築環境工学 ✖✧✖ 、建築設備システムで講述した内容の総合的理

解を深めるための演習である。テーマごとに適切な課題を与え、実際の建築に即した具体
的な応用が可能となることを目標に、各自が独力で思考しながら知識を習得できるような
演習形態とする。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

建築伝熱 ✘

建築壁体の伝熱・結露に関する演習を行う。（１）多層構造
である建築壁体の定常伝熱に関して、熱伝導率、熱貫流率、
表面熱伝達率、日射による等価気温などの基礎事項の理解と
演習。（２）非定常伝熱に関して、重み関数とコンボリュー
ションを利用した算法の演習。（３）壁体・表面結露、内部結
露など結露過程の理解と計算。

建築換気 ✘
建築換気に関する演習を行う。（１）ベルヌーイの式、室内外圧
力差、抵抗係数、風圧係数、中性帯など換気力学の基礎事項の
理解。（２）換気回路を形成する建築内換気の計算法の理解と演
習。簡単な１室の場合の計算、ならびに非線形連立方程式で記
述される多数室系の換気に関して、簡単な数室の場合の計算。

空調システム ✘

空調システム設計に関する演習を行う。（１）空調熱負荷計
算を求める演習。室に流出入・発生する種々の熱量を実体的
に把握し負荷を計算。（２）空気解析によって、熱負荷から
供給風量を求める。（３）管内流の抵抗、異形部の流動抵抗、
空調ダクトの設計法。（４）モリエ線図による冷凍機効率計
算。（５）空調システムの空気状態変化。

建築音響 ✒
建築音響に関する演習を行う。（１）騒音レベル、周波数特性
とオクターブバンド、音の距離減衰、塀による遮音など、騒
音伝搬に関する基礎事項の理解と演習。（２）室内音響の評
価指標の一つである残響時間に関する演習。音楽ホールなど
の最適残響時間の設計。

日照・日射・色
彩 ✘

日照・照明・色彩に関する演習を行う。（１）日影曲線、昼光
率、立体角投射率、相互放射などの基礎事項の理解と具体的
な建物に応用する演習。（２）建築の色彩に関して、 ✳❶✖❞❪✐➔✓❡
座標の計算と建築要素に関する具体的応用の計算。

【そ の 他】課題は演習時間内に終了して提出する。演習に用いる関数機能付き電卓、講義
ノート・テキストは各自が持参することが必要である。

✌✎✍✓✒✙✥



建築学科

建築史論 ❋✙●✙❧✽❋✙●❛ ❂❝❜❞❑◆▼✰▲◆❂❵◗✯❬✽❭ ➃ ❩✱❜✧❩✱❬✽▲❳◗❳❲❙▼✰❏➍❚❱▲◆◗❳❲✄❂❊❑❅❩✱◗❘❑◆C✄▲❅❩
【配当学年】第３学年（後期） 【担 当 者】高橋康夫・山岸常人
【内 容】建築、都市、自然を含む広い視野から、人間生活の基盤として設立される場所に

ついて、歴史学的方法によって建築的事象や思想を考察し、生活環境の意味を解読し、環
境構成の立脚点や方法論を探る。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

宗教空間論 ✥

宗教は人間の生活や行動を大きく規定し、しかも質的に高い
建築空間を生み出した。宗教建築を支える社会集団や宗教儀
礼とどのように関わりながら建築が形成され使われ続けてき
たかを歴史学的方法で解明する。
１．建築史研究法――とくに史料の所在、２．飛鳥時代の寺
院建築と建築配置――飛鳥時代様式の多様性・伽藍配置、３．
和様の技術的発展――野小屋・三手先・枝割、４．顕密仏教
と寺院――天台真言教団と寺院、５．中世仏堂の空間――内
陣・礼堂、６．新和様と折衷様――様式と教団、７．古代中
世の建築の復原設計――朱雀門・東院、

居住環境論 ✥

長い年月をかけて形成された生活環境について、建築・都市・
社会・自然を含む広い視野から、生活環境の様相と変化、その
意味、環境造形の思潮などを歴史学的方法によって解読する。
１．平安京から京都へ――中世的都市空間の形成・都市空間
の歴史的変遷、２．中世住宅――主殿造、３．数奇の建築・
茶湯の建築、４．書院造と数寄屋造、建具の意匠、５．名所・
十境・八景――環境造形論・文化的景観論、６．現代の都市
と建築、７．世界文化遺産と日本

【教 科 書】「日本建築史図集」彰国社
【参 考 書】「建物の見方・しらべ方 江戸時代の寺院と神社」ぎょうせい
『図集 　日本都市史』、東京大学出版会

✌✎✍✓✒✽✩



建築学科

世界建築史 ❦♥❦ ❋✙●✙❧✰❍✰●❛ ❂❝❜❞❑◆▼✰▲◆❡❢▼✽❣♥♠♦▼✙▲❅❭❝❖♣❚<▲❳◗❳❲✄❂❨❑◆❩✯◗✸❑❅E✄▲◆❩☛✖✧✖
【配当学年】第３学年（後期） 【担 当 者】布野
【内 容】東洋あるいは非西欧世界を中心とした建築、都市の歴史について論ずる。地域と
しては、東南アジア、南アジア、西アジアを中心とし、ヴァナキュラー建築・ヒンドゥー・
仏教建築、植民地建築の展開についてそのアウトラインを講述する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

アジア建築史
論 ✒

日本における東洋建築史学の系譜を紹介し、伊藤忠太、関野
貞、村田治郎等先達の仕事を紹介する。また、近年のアジア
建築史の動向について概説する。

古代文明の都
市と建築 ✒

エジプト、メソポタミア、インダス、中国の四大古代文明を
中心に、その都市と建築をとり上げ、その特徴について概説
する。

ヴ ア ナ キ ユ
ラー建築と集
落

✘
ヴァナキュラーな住居集落を総覧し、その地域特性について
考察する。また、地域の気候風土と建築形態、構法等との関
連について論ずる。

ヒンドゥー・仏
教建築の展開

✘ インド、中国・朝鮮韓国、東南アジアのヒンドゥー建築、仏教
建築および「都城」を取り上げ、その特徴理念を概説する。

コロニアル建
築の展開 ✒ 西欧列強が植民地に建設した植民都市を取り上げ、その都市

およびコロニアル建築の特徴について論ずる。

✌✎✍✓✒✽✬



建築学科

建築計画学 ❦♥❦ ❋✙●✙❧✰⑦✰●
❚)▲❳◗❳❲✄❂❊❑❅❩✯◗✸❑❅6✄▲❳❬✽❭②③✎❭❵❬✰❏✄❏✄❂❵❏✄❴❯✖✧✖
【配当学年】第３学年（前期） 【担 当 者】宗本
【内 容】建築計画プロセスに関する諸課題を具体的事例を用いて解説する。まず、建築要

求の把握のための調査・分析方法を示し、次いで、新たな価値創出のための建築企画の方
法と計画方法や設計方法を紹介し、さらに計画組織の組み立てとこれに対応した計画手法
について講述する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

プロセスとし
ての建築計画 ✏

建築プロセスの各段階における計画要素とそれらの現代的課
題について概説し、計画プロセスや計画組織を含めた対応の
方法について講述する。

建築調査・分析
手法 ✘

調査分析方法について解説する。調査方法として、観察調査、
意識調査、実験方法、統計資料の収集などを取り上げ、分析
の方法として記述統計、及び推測統計手法を講述する。

建築企画論 ✘
建築企画の成立、プロセスと組織などについて概説するとと
もに、ファシリティマネジメントについても具体的事例に即し
て紹介し、③ ➂ ❪ を含むプログラミング手法などを解説する。

建築設計のプ
ロセスと設計
方法

✘
建築要求と空間の統合化のプロセスとして建築設計を取り上
げ、設計問題の特質とプロセスモデルの特徴、設計主体と設
計方法、表現言語等について講述する。

複合建築と複
合開発の計画
プロセス

✒
多用途が混合した複合建築や複合開発の計画の意義や問題点
を論じた上で、用途選択や用途複合の手法について、具体的
事例に即して講述する。

【そ の 他】各回毎にオリジナルな資料を配布すると共に ➂☞❛ ③ やスライドを用いて理解を助
ける。

✌✎✍✕✘✰✮



建築学科

建築生産 ❦♥❦ ❋✙●✙❧✰⑧✰●
✳❶▼✰❏❄❜✧❑❅▲◆3❄◗✸❑❅❂❵▼✰❏➐❪✎❏✄❴✰❂❵❏✄❩✯❩✶▲◆❂❊❏✄❴❯❬✽❏D❖ ❼ ❬✽❏❄❬✰❴✰❩✶G❯❩✯❏✙❑✵✖✧✖
【配当学年】３年後期 【担 当 者】長岡・古阪・得田
【内 容】建築物の施工システムを構成する計画・管理技術、施工技術とそのシステム化に

ついて講述する。さらに、基礎構造を対象として、性能評価設計をそれに対応する施工シ
ステムについて講述する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

管理技術基礎
編（計画・管理
技術）

✘
まず、総括的な施工計画の考え方、内容について講義し、次
に工程、品質、コストに関して、設計から施工に至る一貫し
た流れの中で、それらがどのように確定していくのかを定義、
機能、手法、実態を中心に講述する。

管理技術基礎
編（マネジメ
ント）

✒
プロジェクトを推進する上で必要となる組織デザイン、情報
伝達システム、調達システムなど、マネジメント上の諸問題
について講義する。また、諸外国のマネジメントの原理、実
態についても講述する。

基礎構造設計 ✘ 上部構造と比較しながら、基礎構造設計の特徴を述べる。次い
で杭基礎構造を例として、設計のための挙動解析を講述する。

基礎構造施工 ✒ 上部構造と比較しながら、基礎構造施工技術の特徴を述べる。
次いで、施工技術と設計方法との関連性を講述する。

新施工システ
ム ✘

現在開発されつつある新施工システムについてトピック的に
講義する。具体的にはマン・マシン協調施工（全自動、ロボッ
トなど）、情報化施工などについて一般的な状況とそれらが
適用されたプロジェクトの建設過程を例に新施工システムの
考え方、技術内容について講義する。

✌✎✍✕✘✄✏



建築学科

建築論 ❋✙●✙❧✰⑨✰●
✉✵❲✄❩✶▼✙▲❅❡❢▼✰❣♥❚❱▲◆◗❳❲❄❂❨❑◆❩✯◗❘❑◆>✄▲◆❩
【配当学年】第３学年（前期） 【担 当 者】高松・前田
【内 容】建築一般に関する、理論的、体系的考察としての建築論への予備的な概説を行

い、あわせて自然、作品、風景、場所と空間、機能、表現などの特殊問題をも論じ、建築
設計、建築学への理論的研究の入門を行う。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

設計行為にお
ける方法論と
建築理念

✥
近代の建築家の作品とその創作過程を分析し，設計行為にお
ける方法論及び建築理念を追及する。主として，実作と建築
的思索との関連について言及する。

建築論の展開 ✘
わが国における建築論研究の展開を概説し、建築論的主題の
変転の意味を明らかにする。あわせて存在論的建築論につい
ての入門を行う。技術と芸術、古典主義と浪漫主義、空間表
現、日常性と非日常性などの諸問題について言及する。

建築家の思索 ✛

近代の建築家の思索の方法について明らかにし、そこにおい
て問い求められている建築論的主題についての可能性を探る。
リアライゼイションの構造、フォームの仕組、ルームの実存
的意味などについて言及する。あわせて近代の優れた建築作
品のフォーム分析、デザイン分析を通して近代的空間の意味
と構造について講述する。

【教 科 書】「ルイス・カーン研究－建築へのオデュッセイア」前田忠直 著、鹿児島出版会
【参 考 書】「建築論」森田慶一 著、東海大学出版会「ルイス・カーン建築論集」ルイス・

カーン 著、前田忠直 訳、鹿児島出版会

【予備知識】建築一般構造、建築史、建築設計演習の履修により得られた知識と経験を前提と
する。

✌✎✍✕✘✙✒



建築学科

都市・地域論 ❋✙●✙❽✰●✰●
✉✵❲✄❩✶▼✙▲❅❡❢▼✰❣ ⑤ ❂❊⑥✕❂❵❏✄❴✗❻✕❥❄❬✙◗✸❩☛❂❊❏♣❑◆❲✄❩ ➃ ❩✶❴✙❂❊▼✙❏
【配当学年】第３学年（前期） 【担 当 者】布野
【内 容】建築をとりまく、あるいは建築を成立させる様々な条件、要因をめぐって、都市、

地域のありかたを論ずる。また、地域の特性把握の調査方法、解析手法、地域をベースと
する計画手法について議論する。具体的な都市、地域についてのケース・スタディーを通
じて、地域における建築のあり方についての理解を深める。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

地域生活空間
論序説 ✒

都市・地域における生活空間を考える基礎的概念をめぐって
議論する。また、都市・地域論の系譜についてその概要を紹
介する。

都市・地域形態
論 ✘ 都市空間・地域空間の様 な々形態を取り上げ比較検討する。世界

の都市集落の構成原理を論じ、その地域性について考察する。

都市・地域調査
解析論 ✘

都市空間・地域空間をどう把握するか、その調査手法、解析
手法について検討する。都市・地域のイメージ分析、記号論
的アプローチ等も扱う。

都市・地域構成
論 ✘

都市空間、地域空間の構成手法をめぐって検討する。施設計
画論、シンボル配置論、等様々な理論の可能性について議論
する。

都市・地域計画
論

✘ 都市計画、地域計画の方法をめぐって議論する。また、都市
計画、地域計画の抱える諸問題について考察する。

✌✎✍✕✘✰✘



建築学科

都市環境工学 ❋✙●✙❍✰❧✰●➋ ▲◆➌❄❬✽❏✇❪❫❏✕⑥✕❂❵▲❅▼✙❏✄8❯❩✶❏✆❑✵❪✎❏✄❴✰❂❵❏✄❩✯❩✶▲◆❂❊❏✄❴
【配当学年】✘ 年前期 【担 当 者】吉田・原田
【内 容】世界的に緊急かつ重要な問題となっている地球温暖化が人間活動によって生じ

たとされているが、それに対して都市が人間活動の集約したところであり、建築が深く係
わっていることを理解する。加えて、建築を通じて如何に地球温暖化を防止するか、その
方途をさぐる。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

地球環境建築
論序説 ✒ 建築が地球環境問題にどのように係わるのか、何が問題なの

か、何をすればよいのか、を議論する。

熱力学の第二
法則 ✒

熱力学の第二法則の包括的な概念を基礎として、人間、建築、
および都市のそれぞれを通じて行われる生産、消費、および
廃熱、廃物の総括活動システムについて理解する。

都市の生態構
造 ✒

都市の温暖化防止に直接係わるものとして、都市からの熱発
生の抑制、および放熱の促進など、都市の熱と水分の収支に
関連した生態構造について理解する。

環境共生建築 ✛ 太陽エネルギー利用、自然エネルギー利用、高断熱高気密建
築を中心として、建築デザインの可能性を探る。

総 合 エ ネ ル
ギー計画 ✒

ヒートポンプ、蓄熱槽、未利用エネルギーの利用、地域冷暖
房など、都市としての総合的なエネルギー計画について理解
する。

ライフスタイ
ル ✒

建築、都市を通じてのエネルギーの消費形態を変えるために
は、ライフスタイルが深く関係することから、ライフスタイ
ル変更の可能性を探る。

✌✎✍✕✘✽✛



建築学科

建築光・音環境学 ❋✙●✙❽✰❧✰●⑤ ❂❵❴✰❲✆❑❅❂❵❏✄❴❢❬✽❏3❖➐❚➈◗✸▼✰;3❜❞❑◆❂❵◗✯❜✵❂❊❏➍❚C▲❳◗❳❲✄❂❊❑❅❩✱◗❘❑❅;❄▲❅❩
【配当学年】✘ 年前期 【担 当 者】高橋 ✷ 大 ✺ ・石田・伊勢
【内 容】快適かつ安全な環境を構築するため、建築計画上考慮すべき基本的な物理環境要

素のうち、音響、光、色彩についての基礎事項は建築環境工学 ✖❅✖ で説明されるが、本講義
では、それらの理論的根拠、実務設計との関連、将来の展望などについて講述する。した
がって「建築環境工学 ✖❅✖ 」を修得しておくことが必要である。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

音の測定と評
価 ✒

音の物理量測定に関する基礎事項の説明、及び、騒音と室内
音響における各種音響評価指標の説明とそれらの計測方法に
ついて概説する。

室内音響計画 ✘
室内の音場を、その目的に合った最適な音響状態にするため
の基本事項と、その手法について概説する。室内音響学はホー
ル音響の変遷とともに発展してきた。ここではその歴史的経
緯も併せて説明する。

騒音防止計画 ✒
建物内外における騒音の発生から伝搬、さらに受音に至るま
での過程とその性状を説明し、それらの過程でなされる可能
な各種騒音対策方法について概説する。

日照・日射 ✒
建物への日当り、建物による日影、窓からの日照などを検討
するための基礎事項として、太陽と建物の幾何学を説明し、
日照時間の算定法、日射遮蔽のための庇やルーバーなどの設
計法を講述する。また太陽からの放射が建物への熱負荷とし
て、どのように作用するか解説する。

視環境 ✒
快適で安全な視環境を設計するために考慮すべき点を、人間
の視覚特性に基づいて解説する。視覚系の順応と明るさ感、
視作業と照度レベル、グレア、コントラスト感度と視認性、
さらに、高齢者の視覚特性などの問題を説明する。

色彩環境 ✒
色彩・照明環境と人間が色を認識する諸特性との関係を解説
する。色の弁別能力と均等色空間、照度レベルと色の見え、
照明と演色性、色の見えのモード、色恒常性などのトピック
を取り上げ、さらに、色情報の活用や色覚異常と安全性の問
題などを説明する。

✌✎✍✕✘✙✜



建築学科

空気調整工学 ❋✙●✙❽✰❽✰●
❚&❂❵▲➈✳❶▼✰❏❄❖✄❂❨❑◆❂❊▼✙❏✄❂❊❏❄❴❯❪✎❏✄❴✰❂❵❏✄❩✯❩✶▲◆❂❊❏✄❴
【配当学年】第３学年（後期） 【担 当 者】鉾井
【内 容】建築空間の空気質、温湿度などを適切に制御・維持し、快適かつ安全な環境を構

築する手段としての空調の基礎について講述する。空調システムの概要、建物の熱的性質
と室温変動・制御の基礎、熱負荷計算法、空気の状態とその変化過程の解析方法、空気搬
送に用いられるダクトの設計・計画法などについて説明する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

空気解析 ✛
空調の重要な基礎知識である湿り空気の状態とその変化過程
について解説する。絶対湿度、エンタルピーなどの定義とそ
れらの相互関係、空気線図の作成法と利用の仕方を示し、除
湿過程、加湿過程など空調プロセスで生じる空気の状態変化
の解析法について講述する。

空調負荷計算
法

✘
建築壁体・窓・漏気などにより室に流入・流出する熱や照明・
人体から発生する熱量などの顕熱負荷、換気・人体からの水
分発生などによる潜熱負荷を把握し、室温湿度を要求される
レベルに維持するのに必要とされる空調負荷を求める方法に
ついて講述する。

ダクトの設計 ✘
空調負荷を賄うに要する供給風量を空気解析によって求める。
管内流の抵抗、異形部の流動抵抗、ファンの特性など基礎事
項を説明し、これらを総合して空調ダクトを設計・計画する
方法について講述する。

空調システム ✛
室、ダクト系、空調機、熱源システムなど空調システム各要
素の機能と相互の関係について概説する。空調機の内部構成
と機能、代表的な空調システムについて説明する。

✌✎✍✕✘✰✣



建築学科

建築構造解析 ❋✙●✙❽✽❋✙●
❚&❏❄❬✰❭❊❡✆❑◆❂❵◗✯❬✽❭ ❼ ❩✶❑❅❲✄▼✓❖✄❜➒▼✰❣➏✌✾D✄❂❵❭❵❖✄❂❊❏✄❴❙❻✕❑❅▲◆D❄◗❘❑◆D✄▲❅❩✱❜
【配当学年】第３学年（後期） 【担 当 者】上谷・大崎
【内 容】建築構造に使用される平面板および曲面板構造の力学的性状と設計法、および建

築架構とその構成要素の動力学的性状についての初等的な概説を行う。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

平面板構造要
素 ✜

壁や床など平面板構造要素の力学理論、解析法、設計法につ
いて講述する。面内変形を受ける平面板の線形支配方程式を
平面応力の仮定の下で誘導し、フーリエ級数による解の誘導
法を紹介する。曲げ変形を受ける平面板の支配方程式を法線
保持の仮定に基づいて誘導し、数例の解法について概説する。
平面板要素の設計の基本的考え方を説明する。

シェル構造 ✘
回転体シェルの膜理論の一般式を解説し，円筒シェルと球形
シェルの解法について述べる。また，曲げ理論における釣合
い式，ひずみ変位関係式を解説し，円筒シェルの場合につい
て，微分方程式の解法を解説する。

ケーブル構造 ✏
ケーブルに自重が作用したときの形状を定める微分方程式を
導出し，その解としての懸垂曲線を導く。また，ケーブルネ
ット構造物の不安定性について解説し，ケーブルネットの釣
合い式と幾何剛性を導く。

ラグランジュ
力学

✘
自律保存系に対し，一般化座標を用いたラグランジュの運動
方程式を導き，単純な例を用いて解説する。また，ハミルト
ンの原理を用いた定式化についても講述する。

✌✎✍✕✘✆✥



建築学科

建築基礎構造 ❋✙●✙❽✰❍✰●& ▼✙(✄❏❄❖✄❬✽❑❅❂❵▼✰❏✇❪❫❏✄❴✙❂❊❏✄❩✯❩✶▲◆❂❊❏❄❴
【配当学年】第３学年（後期） 【担 当 者】長岡
【内 容】建築構造物を地盤に安全に支持させるため、自然地盤及び基礎構造の力学的安全

性の検討が必要である。本講では、地盤及び基礎の静的な力学的性状の評価方法と、評価
結果に基づいて安全性を確保する方法を講述する。随時、演習問題を課する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

数理塑性論の
基礎

✘ 土の弾塑性応力～歪関係を誘導するため、✘ 軸圧縮試験を例
として、数理塑性論の基礎を講述する。

土の応力～歪
関係の誘導 ✛ 数理塑性論と ✘ 軸圧縮試験から得られる知見を基に、土の応

力～歪関係の誘導とその特性を講述する。
直接基礎の挙
動

✒ 土の応力～歪関係の理解の後、基礎構造一般の支持力メカニ
ズムの基本を理解するため、直接基礎の挙動特性を講述する。

杭基礎の挙動 ✛ 建築基礎として多用される杭基礎に、常時荷重、地震時荷重
が作用する時の、支持力メカニズムを講述する。

【そ の 他】教材：プリント、ＯＨＰ

✌✎✍✕✘✰✩



建築学科

耐震構造 ❋✙●✙❽✰④✰●
❪✎❬✰▲✧❑◆❲❄→✆1❄❬✽➣✙❩ ➃ ❩✱❜✧❂❝❜❞❑❳❬✽❏✆❑❱❻✆❑❅▲◆1❄◗✸❑❅1✄▲◆❩✯❜
【配当学年】第３学年（後期） 【担 当 者】河野
【内 容】構造物の耐震設計は、地震に対する構造物の動的挙動の正しい理解を必要とする。

本講では、建築構造物の震害と耐震構造の発展の歴史について概説した後、波動の伝播、
地震動の性質、構造物の動力学モデルによる振動論の基礎について講述する。構造物の地
震応答解析法、応答性状、および耐震設計法の基本概念と基本手順についても言及する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

耐震構造の歴
史 ✒

過去の大地震の地震動の特徴、構造物や地盤の地震被害の特
徴を説明し、震害の経験を契機として発展した耐震構造の歴
史について講述する。

地震動と地盤
の震動 ✛

震源から敷地地盤に到達する地震動の伝播機構を説明し、地
震動が敷地の表層地盤の固有の振動特性によって増幅される
現象を簡単な波動方程式によって説明する。また、現実に大
被害を与えた地震動の波形関数、スペクトル特性を示し、地
震動特性の強さの指標について講述する。

構造物の振動 ✘
離散系構造物の振動力学モデルについて説明し、その１自由
度系の各種外乱に対する線形振動について述べる。これを基
にした地震応答スペクトラの概念とその応用について述べる。
更に、多自由度系の振動解析法についても言及する。

構造物の地震
応答解析 ✘

構造物の弾塑性領域の地震応答解析法について述べ、弾塑性
復元力特性と応答性状を基に構造物の耐震安定性評価につい
て述べる。また、構造物が地震を受けた際に捩じれ応答の解
析法についても言及する。

構造物の耐震
設計法 ✒

動的解析法に基づく構造物の耐震設計の基本概念について述
べ、設計地震力、耐震計算の手法、震度および層せん断力係
数を基に、構造物の耐震設計の基本手法について講述する。

【そ の 他】教材：講義プリント、ＯＨＰ、スライド

✌✎✍✕✘✰✬



建築学科

鉄筋コンクリート構造 ❦♥❦ ❋✙●✙❽✰⑦✰●➃ ❩✶❂❵❏✓❣➁▼✙▲◆◗✶❩✯❖➍✳❶▼✰❏❄◗✶▲❅❩✶❑❅❩➎❻✆❑❅▲◆@❄◗✸❑❅@✄▲◆❩☛✖✧✖
【配当学年】第３学年（後期） 【担 当 者】渡邉・西山
【内 容】鉄筋コンクリート建物の終局強度型設計法および設計に必要な構造部材の終局

強度と限界変形予測手法を構成材料の力学的特性に基づいて講述する。また、鉄筋コンク
リート構造の一種で、大スパン構造に適したプレストレストコンクリ－ト構造の原理、特
徴および基本的力学理論について講述し、実際構造の設計法を修得させる。適宜演習を
課す。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

ＲＣ建物の終
局強度型設計
法

✛
荷重係数法に基づくＲＣ建物終局強度型設計法の考え方、終
局強度型設計に必要な部材の終局強度および変形特性予測手
法、柱・梁接合部等の部材接合理論について講義する。

プレストレス
トコンクリ－
ト構造の原理
と歴史

✒
フレシネによるプレストレストコンクリ－トの発明とその基
本原理、その後の歴史的展開、ポストテンション法およびプ
レテンション法の説明と各々の特徴につき講義する。

プレストレス
の導入と長期
設計法

✘
材料特性、プレストレス鋼材定着部設計、自重、積載荷重およ
びプレストレスの複合下での断面応力算定法、プレストレス
ロスの算定法および長期荷重に対する設計法につき講義する。

プレストレス
トコンクリー
ト部材の強度
と変形

✛
プレストレストコンクリート構造の構造設計に必要な、部材
曲げ終局強度、部材変形能力、せん断終局強度および履歴復
元力特性の特徴につき講義する。

コンクリート
系構造の過去
の地震被害と
教訓

✏
過去地震によって被害を受けた、ＲＣ建物の調査結果から得
られた教訓に基づき、耐震設計で留意すべき点について講義
する。

✌✎✍✆✛✙✮



建築学科

鉄骨構造 ❦♥❦ ❋✙●✙❽✰⑧✰●
❻✆❑❅❩✯❩✶❭➏✳❶▼✙❏❄❜✧❑❅▲◆:❄◗❘❑◆❂❊▼✙❏❙✖✧✖
【配当学年】第３学年（後期） 【担 当 者】井上
【内 容】鉄骨構造の構造設計原理に関する解説を行い，適宜演習を課すことにより，設計

法を修得させる．

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

設計法 ✘ 鉄骨構造に関する許容応力度設計法と地震外乱を想定した終
局強度設計法の原理を解説する．

部材設計法 ✛ 各種部材の弾塑性挙動と，それに立脚した設計法について講
述する．

構造計画 ✘ 鋼材料，鉄骨部材の力学特性と各種接合法に立脚した多様な
鋼構造物の構造計画について講述する．

鉄骨加工 ✘ 鉄骨部材の加工・工作の流れと，特徴的な施工法について，
実例を交えて解説する．

【そ の 他】適宜，プリントを配布する．

✌✎✍✆✛❄✏



建築学科

設計演習 ❦♥❦➏❦ ❋✙●✙❽✰⑨✰●
❚✾❑❅❩✯❭❊❂❵❩✶▲5③✎▲◆❬✙◗❘❑❅❂❝◗✸❩☞▼✽❣✐❚5▲❳◗❳❲✄❂❊❑❅❩✱◗❘❑❅G❄▲◆❬✰❭❉①❱❩✱❜✧❂❵❴✰❏♣✖✧✖❅✖
【配当学年】第３学年（前期）
【担 当 者】岡崎・宗本・鉾井・井上・古阪・竹山・前田・遠松・森本
【内 容】総合的な構成に主眼を置きつつ、設計の訓練を行う。
【授業計画】

項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明
❪❫❷ ❛ ✖❞✌✾✖❞✉✵✖ ➂ ❺ ✏✯✮ 見る、見られる、内と外、パブリックとプライベートなどの

関係を空間化する。
❪✎① ➋ ✳✾❚✐✉✵✖ ➂ ❺ ✏✰✏ 教えるという非対称なコミュニケーションの場の形成を通し

て、いくつかの要素の集合形成を考える。

✌✎✍✆✛✆✒



建築学科

設計演習 ❦✞↔ ❋✙●✰❋✙●✰●
❚✾❑❅❩✯❭❊❂❵❩✶▲3③✎▲◆❬✙◗❘❑❅❂❝◗✸❩☞▼✽❣✐❚3▲❳◗❳❲✄❂❊❑❅❩✱◗❘❑❅E❄▲◆❬✰❭❉①❱❩✱❜✧❂❵❴✰❏♣✖❈❇
【配当学年】第３学年（後期）
【担 当 者】宗本・高松・高橋（大）・吉田・高田・竹山・大崎・竹脇・東樋口・遠松・森本・

山本

【内 容】複合的な課題を通して、設計の訓練を行う。
【授業計画】

項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明
❛☞➂☞➋ ❻✓✖❞❺➈✴ ✏✱✒ 人間が集合して住まう建築の設計を通して居住環境の未来を

考察する。

✳ ➂☞❼ ③ ⑤ ❪❫❷ ✏✱✒ 都市的なスケールを持つ複合的なプログラムの建築を設計す
ることを通して、人間の行為と意識と空間の関係を学ぶ。

✌✎✍✆✛✙✘



建築学科

建築応用数学 ❋✙●✙❍✽❋✙●
❚&❥✄❥❄❭❊❂❵❩✯❖ ❼ ❬✽❑❅❲✄❩✯6❯❬✽❑❅❂❝◗✶❜✾❣➁▼✙▲&❚&▲❳◗❳❲✄❂❨❑◆❩✯◗✸❑❅E✄▲◆❩
【配当学年】３年前期 【担 当 者】加藤・鉾井・高橋（大）・大崎
【内 容】建築計画・構造設計・環境設計等の建築全般にわたって

必要な応用数学を解説する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

常・偏微分方程
式 ✒ 熱伝導方程式，波動方程式，ポテンシャル問題なとの定式化

を講述し，特殊関数，グリーン関数について解説する。

積分変換 ✘ 周期関数に対するフーリエ級数，非周期関数に対するフーリ
エ変換などの応用的手法を解説する。

ベクトル・テン
ソル解析 ✒ テンソル解析の基礎を述べ，曲面の微分幾何学と曲面状構造

物の基礎式についても講述する。

変分学 ✘
汎関数の定義，オイラーの方程式，ラグランジュ乗数法につ
いて講述する。またその応用例としての最短距離や極小曲面
を求める問題及び，最適制御についても言及する。

確率・統計学 ✒
マルコフ過程などの確率過程の基礎を紹介し，待ち行列理論
によるモデル化について講述する。また，回帰分析などの統
計的手法を講述する。

【参 考 書】「フーリエ解析」（理工系の数学入門コース６）大石 進一 著，岩波書店その他，
授業中に適宜紹介する。

【予備知識】「微分・積分学」，「統計数理Ａ」，「工業数学Ｃ」を予備知識として仮定している。

✌✎✍✆✛✰✛



建築学科

建築情報システム学 ❋✙●✙❍✰❍✰●
❚&▲❳◗❳❲✄❂❊❑❅❩✯◗✸❑❅3✄▲❳❬✽❭✞✖❈❏✓❣➁▼✙▲❅?❢❬✽❑❅❂❵▼✰❏➍❻✕❡✓❜❞❑◆❩✶?❢❜
【配当学年】３年前期 【担 当 者】加藤・大崎
【内 容】建築を数理システムとしてモデル化して解析・設計を行なうための理論及び手法

を解説するとともに，システム工学と情報工学の建築設計への適用例を紹介する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

建築情報シス
テム学の概要 ✏ 建築設計及び構造解析における情報工学とシステム工学の役

割を解説し，建築の分野特有の問題点を紹介する。

グラフ理論の
基礎 ✒

建築の室配置や構造形態を表現するための無向グラフと有向
グラフの基礎理論を解説し，システム計画に用いられる影響
行列など種々の行列表現による解析法を講述する。

数理計画法の
応用 ✘

線形計画法，非線形計画法，多目的最適化，ゲーム理論など
の基礎を解説し，建築の構造最適化，施工プロセス最適化な
どへの応用例を紹介する。

組合せ最適化
手法の応用 ✒

資源配分問題などの組合せ最適化問題の典型的な例と分枝限
定法等による解法を紹介し，建築施設配置や室配置の最適化
への応用例について講述する。

コンピュータ
グラフィックス
と形状表現

✒ コンピュータグラフィックスの基礎的手法を紹介し，スプラ
イン曲線などによる建築形態の表現法について述べる。

ソフトコンピ
ューティング手
法の応用

✘
遺伝的アルゴリズム，ファジー理論，ニューラルネットワー
クなどの手法の基礎を紹介し，建築構造物の解析と設計への
応用例を紹介する。

【参 考 書】授業中に適宜紹介する
【予備知識】「線形代数学」を予備知識として仮定している。

✌✎✍✆✛✆✜



建築学科

景観デザイン論 ❋✙●✰❋❄■✯●
✉✵❲✄❩✶▼✙▲❅❡❢▼✰❣ ⑤ ❬✽❏❄❖❄❜❅◗✯❬✽❥✑❩☞①➈❩✯❜❅❂❊❴✙❏
【配当学年】第 ✛ 学年 ✷ 前期 ✺ 【担 当 者】竹山・前田
【内 容】都市景観、自然景観、庭園に関する諸理論を概観し、景観デザインの方法論的概

念としての記号、象徴、空間などの意味について概説する。あわせて近代の建築家による
具体的な提言、提案の解読を通して、風景の蘇生をめぐる諸問題について講述する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

人間居住形態
の変貌と景観
形成

✥
人類はこの地球上に姿を現して以来、さまざまな居住形態を
築きながら、生活を営んできた。集落、都市の発生過程を振り
返りながら、各時代ごとの空間概念を辿るとともに、これを景
観形成ととらえて未来のありうるべき居住形態を考察する。

建築と庭園の
構成論 ✥

現象としての生きられた景観について概観し、次に、建築と
庭園の空間構成に関する諸理論の分析を通して、人間存在に
基づく景観の構造と意味を建築論的に探る。同時に、多様な
景観設計の手法について、具体的事例に即して、意匠論的に
考察する。

【教 科 書】「増田友也著作集３―家と庭の風景－－日本住宅の空間論的考察」増田友也著、
ナカニシヤ出版

✌✎✍✆✛✙✣



建築学科

耐風構造 ❋✙●✰❋✙❧✰●
♠↕❂❊❏*❖ ➃ ❩✯❜❅❂❵❜✧❑◆❬✰❏✙❑❱❻✆❑◆▲❅:*◗❘❑❅:❄▲❅❩✱❜
【配当学年】第４学年（前期） 【担 当 者】＜防災研＞丸山
【内 容】本授業では建築物が風から受ける力を理解するために、風の発生原因となる気象

現象について概説し、建築物周辺に生じる流れと風圧の関係を論じる。また、建築物の風
に対する安全性を確保するための設計用風荷重の評価方法・設計手法について解説する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

風の発生機構 ✛
地球の運動や熱収支に伴って生じる大気の循環から、低気圧、
前線、地形等による風の発生機構を概説する。とくに、建築
物の耐風設計上重要となる強風については、台風や竜巻など、
その発生原因別に特徴を述べる。

流れを記述す
る基礎方程式 ✛

空気の流れを記述する連続の式、ナビエ・ストークス方程式
を誘導し、物理的意味を説明する。次に、非圧縮・非粘性・
定常を仮定した簡単な流れ場に対する方程式を求め、物体表
面の圧力を評価する式を示す。

風荷重 ✘
風荷重の基礎となる風速の評価方法について、自然風のもつ
性質、測定方法、予測手法などについて解説し、設計用風荷
重の算定方法について述べる。

耐風設計 ✘ 壁面風圧・風による振動等について解説し、風荷重に対する建
築物の安全性を確保するための設計手法について説明する。

【そ の 他】全体的な教科書はなく、すべてノート講義である。各項目での参考書等があれ
ば、その都度紹介する。

✌✎✍✆✛✕✥



建築学科

建築・都市行政 ❋✙●✰❋✙❽✰●
✌✾'✄❂❊❭❝❖✓❂❵❏✄❴❢❬✽❏❄❖ ➋ ▲❅➌❄❬✰❏♣❚➈❖✓=❯❂❊❏❄❂❵❜✧❑❅▲❳❬✿❑◆❂❊▼✙❏
【配当学年】第４学年（前期） 【担 当 者】高橋（伸）
【内 容】広範にわたる行政の中で、建築行政がどのように位置づけられ実際に、社会の中

でどう機能し、運営されているのかについて、行政機構・組織、建築関係団体、行政実務
等の実態を明らかにし、更に建築関係法令の歴史、役割、内容、法令解釈等について実例
を折り込みながら解説し、建築と行政・社会の係わりを実務的側面に重点をおき解説する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

建築行政概観 ✒
建築行政の範囲を建築基準行政、住宅行政、営繕行政とし、
その概要を解説し、また行政機構の中央・地方庁別の実態を
みて構造的側面から現状と問題点などを説明する。さらに、
建築行政の運営上見落とせない建築関係団体の実態を示しそ
の主要団体についても解説する。

建築行政の事
例 ✒

建築行政を行っている地方庁の実例として、大阪市を取り上
げ建築関係部局の事務事業概要をもとに業務内容を説明し、
官庁内部の相互調整、市民との対応など実例を紹介しながら
建築行政の理解を深めさせる。

建築法令 ✒
我が国の法体系の中で建築法令の位置づけをみて、建築行為、
まちづくり等と建築法令の係わり、建築法令の特性、建築関
係法令などについて解説する。また建築法令の歴史をみて各
国、各時代における建築に対する行政の考え方、対応の在り
方並びに法令の推移等について述べる。

建築基準法の
概要 ✒

建築基準法の目的・意義・構成および法令用語等を解説し、
用語の定義、規制値の算定方法、各種手続、法適用除外規定
その他違反建築措置・罰則・不服申し立て等建築基準法の制
度規定について解説し、法解釈の理解度を高めさせる。

建築基準法の
集団規定 ✘

都市計画区域内での、道路、用途地域・防火地域内の建築物
用途・形態規制等集団規定の内容を解説し、建築とまちづく
りの関係を考えさせ、また現状ではどんな問題が発生し、ど
う処理されているかを解説する。

建築基準法の
単体規定 ✘

建築物の一般構造、構造強度、防火、避難等単体規定の内容
を解説し、建築物の性能・機能の確保と建築規制の係わりに
ついて述べ、また建築規定が建築計画にどのように影響を与
えているか実態を交えて解説する。

【教 科 書】基本建築関係法令集
【そ の 他】最初に講義全体の目次を配布し、講義内容のオリエンテーションを行い、また授

業時間毎にレジメを作成配布し、講義内容を十分理解できるようにする。受講効果の測定
として学期末に講義した事項から試験問題を作成し記述試験を行う。なお建築基準法関連
法令集の試験試験場持込みは可とする。

✌✎✍✆✛✙✩



建築学科

地球工学総論 ❽✰●✙●✄■✰■
✖❈❏✆❑❅▲◆▼✕❖✄1❄◗❘❑◆❂❊▼✙❏❙❑◆▼❢✴☞❭❵▼✰➌>❬✽❭❉❪❫❏❄❴✰❂❵❏✄❩✶❩✯▲❅❂❵❏✄❴
【配当学年】✛ 回生前期 【担 当 者】全員
【内 容】地球工学はすべての工学の源泉であり、自然現象および社会現象に適切に対応す

ることによって、住民生活の安全確保、生産活動の支援、生活水準と社会福祉の向上を目
指すことを目的としている。本講義では分野ごとに、方法論の原理や考え方、実際への適
用例や今後の発展性等について説明する。

✌✎✍✆✛✙✬



建築学科

設計演習 ↔ ❋✙●✰❋✰❋✙●
❚✾❑❅❩✯❭❊❂❵❩✶▲1③✎▲◆❬✙◗❘❑❅❂❝◗✸❩☞▼✽❣✐❚1▲❳◗❳❲✄❂❊❑❅❩✱◗❘❑❅C❄▲◆❬✰❭❉①❱❩✱❜✧❂❵❴✰❏♣❇
【配当学年】第４学年（前期）
【担 当 者】岡崎・高橋（康）・宗本・高松・外山・布野・高田・山岸・竹山・前田・西澤
【内 容】高度な課題を通して、より深く建築設計上の諸問題を掘り下げる訓練を行う。
【授業計画】

項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

スタジオ・コー
ス ✒✓✏

いくつかのユニットに分かれ、各指導教官により適切に設定
されたテーマとプログラムに基づき、高度な建築のトレーニ
ングを行う。

【そ の 他】各年度ごとに開講されるスタジオは異なる。詳細は追って指示する。

✌✎✍✓✜✽✮



建築学科

構造設計演習 ❋✙●✰❋✙❍✰●
❪✐➔✓❩✶▲❳◗✸❂❝❜❅❩✯❜❶▼✰❏➙❻✆❑❅▲◆<❄◗✸❑❅<✄▲❳❬✽❭❉①➈❩✯❜❅❂❊❴✙❏
【配当学年】４年前期
【担 当 者】渡邉、井上、河野、竹脇、西山、西澤、本郷
【内 容】与えられた外力および応力状態の下で鉄筋コンクリート造および鉄骨造建築建物

の構造安全性を確保するための力学理論および各部設計の手法を講述し、部材、接合部お
よび基礎構造に要求される強度、変形能および安定性などの力学性質を満足させるための
構造設計演習を課す。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

構造設計の考
え方

✒
構造設計では、構造計画、構造解析、部材及び架構の設計を
一貫して捉える必要がある。ここでは、構造設計の意味を上
記各項目と関連させて説明し、実際の建築構造物の構造設計
にいかに反映させるかを実設計と関連させて講述する。

設計用荷重 １
構造物に作用する各種荷重（固定、積載、風、地震、雪荷重）
の性質とその設定方法について説明する。

鋼構造小規模
建築物の構造
計画と構造設
計

５

簡単な立体骨組みを鉄骨構造によって設計する設計演習を課
す。与えられた設計条件のもとで、現行の設計規基準に基づ
く構造設計を行う。設計用荷重の設定、構造計画、架構分解、
部材設計、接合部設計を行い、計算書と構造設計図の作成課
題を課す。

コンクリート
系建築構造物
の構造設計

６

鉄筋コンクリート造建物に要求される各種性能（耐久性、常
時使用性、耐震性など）を満足させるための構造設計演習を
行う。演習では、単純なモデル建物を設定し、鉛直荷重及び
与えられた静的設計地震荷重に対する応力解析、部材設計及
び接合部設計を行い、さらに、設計された建物保有する保有
水平耐力および崩壊形態を求める。

✌✎✍✓✜✓✏



建築学科

構造・材料実験 ❋✙●✰❋✙④✰●⑤ ❬✰➌(▼✙▲◆❬✽❑❅▼✰▲◆❡❢✉➛❩✱❜❞❑➒▼✰❣✐❻✆❑◆▲❅<(◗❘❑❅<❄▲◆❬✰❭ ❼ ❬✿❑◆❩✶▲◆❂❵❬✰❭❵❜✵❬✽❏(❖ ❼ ❩✶I➊➌✑❩✶▲❳❜
【配当学年】４年前期 【担 当 者】藤井（栄）
【内 容】コンクリートの調合設計演習、セメント、骨材、鋼材、木材の基本的な材料物性

実験や非破壊試験の実習を行う。また、コンクリート、鋼、木材の応力ひずみ関係や強度、
破壊性状を調べる実験、木造、鉄筋コンクリート、鉄骨梁の曲げせん断載荷実験を通じて
建築構造部材の特徴的な挙動を把握する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

コンクリート
の調合設計、
各種建築材料
実験法と構造
実験法

✒ コンクリート調合設計に関する講義と演習。建築材料の基本
物性に関する実験方法ならびに構造実験法に関する講義。

材料実験実習 ✘
・セメントの比重、強度試験、フロー試験・骨材のふるいわ
け試験、単位容積重量および実績率試験・鋼材の硬さ試験・
コンクリートの非破壊試験

コンクリート
の製造と実験
用 ➃ ✳ 梁の製
作

✒ 鉄筋コンクリート（ＲＣ））梁の製作と、フレッシュコンク
リートに関する材料実験

構造実験（１） ✘ ＲＣ梁、鋼梁、木質部材接合部の載荷実験演習

構造実験（２） ✒ コンクリート、鋼材および木材の強度、応力－ひずみ特性、
コンクリートの横拘束効果に関する実験実習

構造実験結果
報告会 ✒ 構造実験結果についての報告レポートを発表する。

【教 科 書】建築材料実験用教材（日本建築学会）
【予備知識】建築材料、鉄筋コンクリート構造１、鉄骨構造に関する基礎知識を修得している

ことが望ましい。

【そ の 他】実験は班単位で実施する。実験実習が目的であるので実験に必ず参加することが
必要。

✌✎✍✓✜✰✒



建築学科

建築安全設計 ❋✙●✰❋✙⑦✰●% ❂❊▲◆❩➎❻✓❬✿❣➁❩✶❑❞❡❙①❱❩✱❜✧❂❵❴✰❏✇▼✰❣➏✌✾D✄❂❵❭❵❖✓❂❵❏✄❴✆❜
【配当学年】４年前期 【担 当 者】＜防災研＞田中哮義
【内 容】普段意識されることは少ないが、あらゆる人々の生活空間である建築物および都

市には、火災からの安全を確保するための種々の対策が施されている。この授業では、建
築物および都市における火災現象に関する基礎知識について講述し、火災からの安全を有
効に確保するための設計技術について論じる。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

都市と建築の
火災概史 ２ 日本および諸外国に於ける都市および建築の火災の歴史を概

観する．またわが国における近年の火災状況にも触れる。
防火対策の発
展概史 １

日本および諸外国において都市および建築の火災被害を減少
させるために取られてきた法規制の歴史を概観する。

火災における
燃焼 ✏ 火災の根源は燃焼である。都市および建築の火災からの安全

を考える場合に必要となる燃焼の基礎知識を講述する。
建築火災の物
理 ２ 建築火災に関与する気流、熱伝達など火災の物理的特徴、お

よび火災性状解析のための基礎理論について説明する。

避難設計 ２ 建築物在舘者の火災時の避難性状の特徴、避難時間の計算法、
および避難安全のための設計について講述する。

煙制御設計 ２ 避難安全を支援するための煙制御の手法と、建築物の空間の形
状や用途の性格に応じた煙制御設計のあり方について論じる。

出火・火災拡大
制御設計 １

出火危険を低減させるために必要な建築材料の性能、および
建築物の内部および隣棟への延焼防止設計について論じる。

構造部材の耐
火設計 １

建築物の倒壊や大規模な破損を防ぐための耐火設計の基礎知
識を講述する。

都市火災の性
状 １ 都市火災の性状の特徴、延焼の機構、および既往の延焼速度

予測モデルについて講述する。

都市防災計画 １ 都市火災の延焼危険低減、および避難地の安全確保のための
都市計画的対策のあり方について論じる。

【教 科 書】なし
【参 考 書】堀内三郎 　監修：新版 　建築防火、朝倉書店、田中哮義：建築火災安全工学入門、

日本建築センター

【そ の 他】当該年度の授業回数などに応じて一部省略，追加がありうる ➉

✌✎✍✓✜✽✘



建築学科

建築環境計画演習 ❋✙●✰❋✙⑧✰●
❻✕❩✶)❯❂❵❏❄❬✽▲➒▼✰❣➏❪✎❏✆⑥✕❂❵▲❅▼✙❏✄)❯❩✶❏✆❑◆❬✰❭②③❫❭❝❬✽❏✄❏✄❂❵❏✄❴❯❂❵❏✇❚❱▲◆◗❳❲❄❂❨❑◆❩✯◗❘❑◆M✄▲◆❩
【配当学年】✛ 年前期
【担 当 者】鉾井・高橋 ✷ 大 ✺ ・吉田・石田・伊勢・原田
【内 容】建築環境工学に関する基礎理論の演習と建築物内外の熱、湿気及び空気環境、換

気、日射、採光、照明、音響に関する諸量の測定実験を行う。さらに実設計例を通して、
視環境、温熱環境、音環境の解析法と評価法を修得する。

【授業計画】
項 　目 回 数 内 　　容 　　説 　　明

採光・照明と室
内照度 ✛

採光・照明に関する計測と結果の解析・評価を行う。測光量、
形態係数、昼光率など基礎事項の理解、照度計を用いた窓面
からの昼光および人工光源による室内照度の計測、室内照度
の算定等。照明器具や光源の種類と特徴、人工太陽装置を用
いた照明設計などについての調査・検討。

温熱環境の計
測と評価 ✜

室内温熱環境に関する計測と結果の解析・評価を行う。居室
内温湿度の測定と変動特性など測定値の検討、室温湿度の計
算、断熱材の効果と結露防止法の検討、各種温熱指標の算定
と温熱環境評価。熱伝導率、熱貫流率等基礎物性値の測定法
と測定装置、パッシブ建築などの設計例、空調機器の構成な
どについての調査・検討。

騒音測定と音
環境評価 ✛

音環境に関する計測と結果の解析・評価を行う。騒音レベル、
吸音率、透過損失など基礎事項の理解、騒音計を用いた室内外
の騒音レベルの測定、室内騒音レベルの算定。吸音率、透過損
失、固体音伝搬等の測定法と測定装置についての調査・検討。

✌✎✍✓✜✿✛
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